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の
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白
さ
や
人
と
触
れ

合
う
楽
し
さ
を
体
感
。
繊
細
で
優
雅
な
曲
線
美
と

精
巧
な
技
に
よ
つ
て
作
り
出
さ
れ
た
本
物
そ
っ
く

り
な
作
品
を
目
指
し
て
、
メ
ル
ヘ
ン
な
竹
の
世
界

を
是
非
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
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校
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公益社回法人 大

'I肱

大会 第 10回 通 常 総 会
6月 11日 (金)公益社団法人大川法人会の第 10回通常総

会がベッセルおおちに於いて、543名 (う ち委任状提出 473

名)の会員が参加し開催されました。本年も新型コロナウイ

ルス感染症に留意し、会員の皆さんが一堂に会することを極

力避け、 3密を考慮した総会運営で行われました。また、記

念講演会及び懇親会は中止させていただきました。

廣瀬総務担当副会長の進行司会によつて始まり、佐藤会長

の挨拶に続き、功労者への記念品贈呈も、お名前の読み上げ

だけとさせていただきました。

その後、佐藤会長が議長に就任。総会の決議事項である第 1

つき、三本財務委員長より報告、露日監事より監査報告を行
い

されました。第 2号議案の「役員選任案承認の件」は理事 77

号議案 令和 2年度決算報告承認の件に

議場に諮つたところ異議なしを認め承認

名、監事 2名 について米田副会長が選任

(敬称略 )

公密壮回法人六川法大会第
10口 通常総会

学

ヤ

東

林

松岡

吉原

案を読み上げ、全員満場一致で承認されました。

次に報告事項として令和 2年度事業報告、令和 3年度事業計画、収支予算に
ついて総務担当副会長、

財務委員長より報告を行いました。皆様のご協力により、通常総会は無事終了
することができました。

総会終了後、新役員による臨時理事会を開催し、代表理事 (会長 )、 業務幸九行
理事 (副会長・常任理事 )

の選定と顧問の選定について諮られました。会長には佐藤邦明氏が再任され、副会長、常
任理事、顧問

につきましては、本誌掲載役員名簿の通りです。

公益社団法人大

'II法

人会功労者表彰

安部 展男 氏
労功

幸佑 氏
和昭 氏

紘二 氏
文子 氏

福利厚生制度推進功労

役 員・会 員

滝川 茂美 氏

推進員 【大同生命保険 (株 )四国支社】

平本 満子 氏

安西  勝 氏   伊記 敦子 氏

―股社団法人香川県法人会運含会第9回定時総会表彰

会員増強表彰 高加入率維持 (加入率 70%以上維持に対する表彰)に対する

加入率 88.6%の大川法人会が受賞いたしました。

(公財)全国法人会総連合会長表彰     (一 社 )香川県法人会連合会会長表彰

県運役員功労者

西應 佳樹 氏 は度)市村 啓一 氏 伸田)

水 口 正年 氏 (引田)
単位会役員功労

六車 周二 氏 傑サil)        佐々木英樹 氏 l長尾)

2



本

日

は

大

変

お
忙

し

い
中

、

公

益

社

団

法

人

大

川

法

人

会

第

十

回

通

常

総

会

に

お

越

し

い
た

だ

き

ま

し

て
、

誠

に
あ

り

が

と

う

ご
ぎ

い
ま
す

。

本

日

、

六

月

十

一
日

は
暦

の
上

で

は
、

入

梅

で
す

。

今

年

は
観

測

史

上

最

も

早

い
五

月

十

五

日

に
梅

雨

入

り

宣

言

を

し

ま

し

た

。

そ

の
当

初

、

し

ば

ら

く

は
雨

ば

か
り

で
し

た

が

、

こ

こ
最

近

は
厳

し

い
暑

さ

続

き

と

な

っ

て
お
り

ま

す

。

さ

て

、

当

会

は
、

六

十

六

年

前

の

昭

和

三

十

年

に

大

川

地

区

法

人

会

と

し

て
会

員

数

一
〇

八

社

を

も

っ
て
発

足

致

し

ま

し

た

。

そ

し

て
、

四

十

六

年

前

、

昭

和

五

十

年

に
社

団

法

人

と

し

て
新

た

に

ス
タ

ー

ト

し
、

公

益

社

団

法

人

に
移

行

し

て
第

十

回

目

の
総

会

を

迎

え

て

お

り

ま

す

。

し

か

し
、

こ

の
総

会

が

昨

年

に
引

き

続

き

、

こ

の
よ

＞つ
な

形

で

の
開

催

に
な

る

と

は

想

像

も

し

て

い
ま

せ

ん

で
し

た

。

新

型

コ

ロ

ナ
ウ

イ

ル

ス
感

染

拡

大

が

招

い
た

危

機

的

、

災

害

的

と

も

い
わ

れ

る
状

況

で
、

あ

ら

ゆ

る
企

業

が

再

興

で
き

な

い
と

ま

で
言

わ

れ
、

そ

ん

な

中

、

会

員

の
皆

様

、

役

員

の
皆

様

に

ご

理

解

い
た

だ

き
、

こ

の
よ

う

な

形

で
総

会

を

開

催

で
き

ま

し

た

こ
と

心

よ
り

厚

く
御

礼

申

し
上
げ

ま

す
。

今

般

の
新

型

コ

ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

に
よ

り

、

お

亡

く

な

り

に

な

ら

れ

た

方

々

に
謹

ん

で
一展
悼

の
意

を
表

す

る
と

と

も

に
、

罹

患

さ

れ

た

皆

様

に
対

し

て
も

一
日

も

早

い
ご

回

復

を

お
祈

り

申

し

上

げ

ま

す

。

そ

し

て
、
日

々
医
療

の
最

前
線

で
使

命
感

、

責

任

感

を

も

ち

、

患

者

さ

ん

の
治

療

に
ご

尽

力

さ

れ

て

い
る
医

療

従

事

者

の
皆

様

に
心

か

ら

敬

意

を

表

す

る
と

と
も

に
、
深

く
感

謝
申

し
上
げ

ま

す
。

ま

た
、

平

素

は
当

会

の
運

営

と

活

動

に

多

大

な

る

ご

協

力

を

い

た

だ

き
、

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら
、

ヨ

ロ
ナ

の
影

響

で
、

従

来

の
活

動

が

で
き

な

い
状

況

が

続

い

て

お
り

、

改

め
ま

し

て
、

皆

様

方

に

お

詫

び

申

し

上
げ

ま

す

。

昨

年

度

は
社

会

貢

献

活

動

事

業

の
講

演

会

や

チ

ャ

リ

テ

ィ
ー

バ
ザ

ー
、

租

税

教

育

活

動

事

業

の
税

金

ク

イ
ズ

も

中

止

、

会

員

交

流

会

や
研

修

会

も

一
部

中

止

や

延

修鯰

参

ご

あ

さ

つ

公
益
社
団
法
人
　
大
川
法
人
会

貧

佐

藤

邦

明

期

と

な

っ
て
し

ま

い
ま

し

た
。

令

和

三
年

度

に
な

っ
て
も

、

全

く

先

が

見

通

せ
な

い
、

混

迷

の
度

合

は

深

ま

っ

て
き

て

い
る
状

況

で
す
。

先

日
、

党

首

討

論

で
菅

総

理

大

臣

は
十

月

か

ら

十

一
月

ま

で

の
早

い
時

期

に
、

ワ
ク

チ

ン
希

望

者

へ
の
接

種

完

了

を

政

府

と

し

て
全

力

で
取

り

組

む

と
、

は

つ
き

り

と
表

明

を

さ

れ

ま

し

た
。

我

々

は

終

息

を

目

指

し

て
、

よ

り

一
層

の
協

力

を

し

な

け

れ
ば

な

り

ま

せ

ん
。

し

か

し
、

こ
れ

ほ

ど

外

出

や
移

動

制

限

で
自

粛

を

求

め

ら

れ

る
状

況

が

続

く

と

、

コ

ロ
ナ
疲

れ

や

多

く

の
不

安

を

感

じ
、

皆

様

方

は

と

て
も

大

き

な

ス
ト

レ

ス
を
抱

え

て

い

る

と

思

い
ま

す

。

ワ
ク

チ

ン
接

種

完

了

に

よ

っ
て
、　

一
気

に
安

心

感

が

大

き

く

な

り

、

長

期

化

す

る

コ

ロ
ナ
禍

で
多

少

の
光

が

見

え

る

の

で

は
な

い

か

と
考

え

て
お
り

ま

す
。

三
年

後

の

二
〇

二
四
年

度

発

行

の

新

一
万

円

札

の
顔

、

ま

た

今

年

の
大

河

ド

ラ

マ
の
主

人

公

と

し

て
も

注

目

の
渋

沢

栄

一
氏

は
、

明

治

初

期

に
大

蔵

省

の
役

人

か

ら

実

業

家

に
転

じ
、

数

多

く

の
経

済

人

と
協

力

し

て
企

業

を

設

立

し
、

昭

和

初

期

ま

で
財

界

の

リ

ー
ダ

ー

と

し

て
、

日
本

経

済

発

展

の
基

礎

を
築

き
活

躍

し
ま

し

た
。

「
逆

境

の
時

こ
そ
、

力

を

尽

く

す

」

と

い

う

信

念

で
、

当

時

の
社

会

の
変

化

を

見

極

め
、

日

本

に

と

っ
て
ど

の
よ
＞つ

な

産

業

が

必

要

か

を

常

に
考

え
、

そ

の
産

業

の
中

心

と

な

る
企

業

を

設

立

す

る

こ
と

で
、

日

本

の
経

済

の
発

展

に
奔

走

さ

れ

ま

し

た

。

資

本

主

義

の

父

と

も

い
わ

れ

る
渋

沢

氏

は
、

今

の

我

々

が

み

て
も

い

い
参

考

に

な

る

の

で
は

と

思

い
ま

す

。

ま

た

、

当

会

初

代

会

長

赤

澤

正

寛

氏

と

二
代

目

会

長

白

井

貞

男

氏

も

通

常

総

会

の
際

に

「
今

後

の
事

業

面

の

運

営

を

強

化

せ

ね
ば

な

ら

な

い
」

「
時

代

の
変

遷

と

と

も

に
変

化

し

て
、

現

在

の
低

迷

し

て

い

る
経

済

情

勢

下

に

於

い

て
、

こ
れ

か

ら

の
法

人

会

の
歩

み

方

如

何

に

あ

る

べ

き

か

と

考

え

つ

つ
、

発

展

の

ス
ピ

ー

ド

を

加

速

さ

せ

て

目

的

達

成

に

邁

進

い

た

す

べ

き

」

だ

と

お

話

さ

れ

て

い
ま

し

た

。

そ

の

通

り

だ

と

思

い
ま

す

。

こ
れ

か

ら

先

も

我

々
大

川

法

人

会

は

税

の
オ

ピ

エ
オ

ン
リ

ー
ダ

ー

と

し

て

「
企

業

の
発

展

を

支

援

」

し

「
地

域

の
振

興

に
寄

与

」

し

、
そ

し

て

「
国

と

社

会

の
繁

栄

に
貢

献

」

す

る

公

益

法

人

と

し

て
、

社

会

貢

献

活

動

、

税

制

改

正

の
要

望

活

動

等

、

法

人

会

の

原

点

で
あ

る

「
税

」

を

中

心

と

す

る

活

動

を

重

要

な

柱

と

位

置

付

け

、

新

し

い
生

活

様

式

、

社

会

へ
の
変

化

に

し

っ
か

り

と

対

応

し

た

事

業

運

営

に

取

り

組

み
、

活

動

の
充

実

を

図

る

た

め

に
、

な

お

一
層

の
努

力

を

し

て
ま

い
り

ま

す

。

最

後

に

な

り

ま

し

た

が

、

ご

参

会

い

た

だ

き

ま

し

た

皆

様

方

の

ご

健

勝

、

事

業

の
ご

繁

栄

を

祈

念

致

し

ま

し

て
、

ま

た

、

こ

れ

ま

で

以

上

の
皆

様

方

の
ご

協

力

、

ご

指

導

、

ご

鞭

撻

を

頂

戴

致

し

た

く

お

願

い
申

し

上

げ

ま

し

て
、

私

の
挨

拶

と

さ

せ

て

い
た

だ

き

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ぎ

い
ま

し

た
。

常｀

⌒

⌒
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令和2年度の決算報告、令和3年度予算の詳細につきましては、当会ホームページhttp7/o―hOttnkai.

la.coocandp/で む確認ください。事業報告・事業計画についてもホームページで公開しております。

賞借対照表

公益社回法人  大川法人会 (令和 3年 3月 31日現在) (単位 :円 )

ヽ
ッ

ψ

増  減前年度当年度科 目

2,755,280

2,755,280

200 000

1,4011689

1,401,689

0

4,156,969

4,156,969

200,000

2,955,2301,401,6894,356,969

05,000,000 5,000,000

05,000,000 5,000,000

△  3,800,000

0

0

500,000

2,000,000

2,200,000

4,300,000

2,000,000

2,200,000

△  3,800,0008,500,0004,700,000

072 80072.300

072,80072,800

△  3,800,00013,572,8009 772 800

△  844,72014,974,48914,129,769

△  21,90397,51175,608

97,511 △ 21,90375,608

△  3,800,0004,300,000500,000

△  3,800,000500,000 4,300,000

△  3,821,9034,397,511575,608

000

2,977,18310,576,97813,554,161

2,977,183

0

0

10,576,978

(5,000,000)

(4,200,000)

13,554,161

(5,000,000)

(4,200,000)

2 977 18310,576,9783ヽ.554,161

△  844,72014,974,48914,129,769

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

普通預金

未収金

流動資産合計

固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付引当資産

公益 目的事業引当資産

周年行事 引当資産

特定資産合計

(3)その他 固定資産

電話加入権

その他 固定資産合計

固定資産合計

資産合計

負債 の部

流動負債

預 り金

流動負債合計

固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債 合計

正味財産の部

指定正味財産

指定正味財産合計

一般正味財産

その他一般正味財産

一般正味財産合計

(う ち基本財産への充当額

(う ち特定資産への充当額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2

Ⅱ

1

2

Ⅲ

¬

2
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正味財産増減計算書
(令和 2年 4月 1日から令和3年 3月 31日 まで)

公益社団法人 大川法人会 (単位:円 )

５０

４４

００

５０

７０

００

５４

７

９

５

７

３

２

３

０

９

０

８

５

８

３

２

499

820

7,017,000
1,001,000
9,056,600
810,296
359,522

2

△ 377
△ 190,000
△ 461,500
△ 250,900
△ 413,296
△ 155,982

10,738,854
195,422
1,446,191

302,513

25,416
130,214
502,000
162,182
87,132
２３４

０００

０４８

０００

７３６

０

３８４

７９３

８００

６００

７２０

４００

３２０

６８９

７０７

６３９

２４

‐ ６２

　

３６４

‐７６

‐５７

５７

‐６３

５‐８

4

057 647

43,091

13,200

140,157

30,301

14,221,722
258,612
1,494,246
403,324

26,500
1,457,119
112,208
386,406
1,601,676
5,339,841

255,000

731,346

381,579

189,787

0

0

242f100

191,454

61,200

173,400

550,800

850

44,952

137,700

147i567

34,055

896 670

△ 1,861

△ 124,500

△ 7,410
△ 3,754

△ 1,326,905
389,792
△ 224,224
△ 1,514,544
△ 650,607

452,000

△ 92,298

△ 357,579

△ 27,051

0

364,384

△ 65,307
△ 33,654

△ 3,600
△ 9,680
△ 32,400

△ 530

３

８

０

１

６

４

０

０
０
Л
骨

△

△

△ 839 023

868

190

055

811

084

３
，
△

△

△

13,796,501 △ 4,321,891
127,345 ,83

0 0 0

0 0 0
0 0 0

2,977,183 127.345 83

1 10,576,978 2,977,183

7

7

7

7

△

△

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

△

△

０

０

０

０

０

０

０

０

7

7

7

7

△

△

０

０

０

０

０

０

０

０

４

４

４

４

0 0 0
0 0 0
0 0 0

I の

1.経常増減の部
(1)経常収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金
受取負担金
雑収益
経常収益計
(2)経常費用
事業費
(研修相談事業)
(税の広報事業)
(租税教育事業)
(税制改正提言事業)
(社会貢献事業)
(経営支援事業)
(会員増強事業)
(会員支援事業)
給料手当
退職給付費用
福利厚生費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
消耗什器備品費
消耗品費
印刷製本費
光熱水料費
燃料費
賃借料
租税公課
委託費
リース料
支払手数料
雑費
管理費
経常費用計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経常外収益
経常外収益計

(2)経常外費用
経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部
受取補助金等
受取全法連助成金

一般正味財産への振替額
一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

１

１

１

１

２

２

１

１

規

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

公

公
公

公

公

公
他

他

Ⅱ

Ⅲ 正味財産

⌒

⌒
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令和3年度収支予算書 (損益ベース)
(令和 3年 4月 1日～令和4年 3月 31日 )

資金計画表

円 )

▼

▼

6

I 一般正味財産増減の部
1.経常増減の部

(1)経常収益
△ 400500100基本財産運用益
△ 700800100特定資産運用益
△ 100,0007,000,0006,900,000受取会費

01,120,0001,120,000事業収益
△ 18,897,7008,765,300受取補助金
△ 205,000812,000607,000受取負担金

0300,100300,100雑収益
△ 438,50018,131,10017,692,600経常収益計

(2)経常費用
2,067,40014,557727516,624,675事業費
13,878,4254,062,825管理費
5118,435,70020,687,500経常費用計

△ 2 90,300△ 304,600△ 2,994,900当期経常増減額

2.経常外増減の部
000(1)経常外収益
000経常外収益計
000(2)経常外費用
000経常外費用計
000当期経常外増減額

△ 2,690,300△ 304,600△ 2,994,900税引前当期一般正味財産増減額
000法人税、住民税及び事業税
000他会計振替額

△ 2,690,300△ 304,600△ 2,994,900当期一般正味財産増減額
3,104,52810,449,63313,554,161一般正味財産期首残高
414,22810,145,03310,559,261一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等
5,1007,160,2007,165,300受取全法連助成金
△ 5,100△ 7,160,200△ 7,1657300一般正味財産への振替額
000当期指定正味財産増減額
000指定正昧財産期首残高
000指定正味財産期末残高

414,22810,145,03310,559,261Ⅲ 正味財産期末残高

期末残高額 当期首残高目
5,000,00005,000,000 0基 (定 期預 )

555,00055,000 0500,000退 給 付 引
2,200,00002,200,000 0引 当資産周 年

0 2,000,00002,000,000公益目的事業引当資産
0 9,755,00055,0009,700,000



法大会活動
‖‖‖‖‖‖‖‖w‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖W‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖ COrporation assoctation activity l 門‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖H‖‖‖‖‖‖‖II‖ ‖

税に関する絵はがきコンクいル審査会
令和 3年 1月 21日 (木 )
於 :ツインパルながお

さぬき市、東かがわ市内の小学校 10校へ「税に
関する絵はがきコンクール」応募のお願いをした
結果、8校から274点 の応募をいただき、審査会
を実施しました。税務署、親会、女性部会の審査
員により、最優秀賞、女性部会長賞、法人会長賞、
長尾税務署長賞を各 1点、佳作 7点を選びました。

税に関する絵はがきコンクール表彰

正副会長・常任理事会
総務・財務委員会合同会議
令和 3年 2月 19日 (金 )
於 :ベ ッセルおおち

第 3回理事会提出議案として、変更認定にかかる
令和 3年度事業計画案、収支予算案について、総
会日程等案、役員改選、職員就業規則改正案につ
いて各担当役員より説明報告を行いました。全法
連会長、県連会長功労者表彰候補者推薦について

承認されました。

一
ユ

富

令和 3年 2月 2日 (火 )・ 3日
於 :東かがわ市立引田小学校
さぬき市立造田小学校
さぬき市立寒川小学校

(水 )。 10日 (水 )

第 9回税に関する絵はがきコンクールの優秀作品
に選ばれた生徒の皆さんに賞状と記念品をお届け
しました。最優秀賞をはじめ、各表彰は女性部会長、
大川法人会会長、長尾税務署長さんにもご同行い
ただくことができました。

戯
鶴
鵜
製

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII
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門日‖‖門‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖II‖ ‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖ Corporation association activity 2 ‖‖‖‖‖‖‖
‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖

女性部会役員会
令和 3年 3月 3日 (水 )
於 :ベ ッセルおおち

令和 3年度事業計画として、チャリティーバザー・

講演会の日程、実施方法等について協議 しました。

今後、ヨロナの感染拡大状況によっては、実施方

法の変更や中止も考えられますが、状況を見なが

ら慎重に計画 していくことになりました。また、

令和 3年度は役員改選につき、新役員案にて承認

されました。

社会貢献活動委員会
令和 3年 3月 4日 (木 )
於 :事務局

第 10回 通常総会時の請演会講師候補者の選定

を行いました。新型 コロナ感染拡大の状況に

よっては、講演会の実施が難 しい場合 も想定さ

れますが、講演会実施のための準備を進めてい

くことになりました。できるだけ県内や近県か

らの講師をという意見等が出され、講師を検討

しました。

ヤ

令和2年度第3回理事会 オンラインセミナー

→

令和 3年 3月 16日 (火 )
於 :ツインパルながお

変更認定にかかる令和 3年度事業計画案、収

支予算案、第 10回通常総会日程等及び提出

議案について、職員就業規則改正案等につ

いて各担当者より説明があり、承認されま

した。また、令和 2年度事業及び業務執行

状況について、各委員会等より報告されま

した。

● /o｀

ョ雲
3雫

島昌告峯景曽貸Ⅲ51Pttfゴ里穐鍾躍箕́
令和 3年 3月 12日 (金 )
講師 株式会社プロ帝堪s稲嵩f次原 健司 氏
船 「
異暑評5彬島蕩麓蠍 兆とる方海苅

整部
3写
3写≧及
盈菫争祐活
メ
髯堪
株
講◆曽ぅ 氏

内容T甥 泰丸離彊場裏却≧筆伝噺辮∫
墓部
35♀星|ぴ
晏 怪ナ悦噺 孔

内容 「日本を取り巻く国際情勢」

新型コロナウイルス感染症対策 として、どこでも誰でも

視聴できることで、より多 くの方への情報提供に繋がり、

企業経営に役立つ最新情報を受講できるオンラインセミ

ナーを定員 50名、受講料無料で開催しました。

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIiIIIIIIIIIIIIII11!IIIIIII1lIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII
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‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖H‖‖itw‖ ‖‖‖‖H‖‖‖‖H‖‖‖ Co「 poratiOn association activity 3 ‖‖‖HH‖ ‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖情‖‖‖‖‖‖‖‖

決算監査
令和 3年 4月 19日 (月 )
於 :事務局

令和 2年度の決算監査を監事、総務・財務委員会
副会長、委員長、副委員長出席のもと実施しました。
監事監査チェックリス トに基づき、計算書類、そ
の付属明細書 と共に、業務及び財産の調査をし、
監査が実施されました。

令和 3年 4月 23日 (金 )
於 :ツインパルながお

第 10回通常総会関係事案及び総会提出議案、令
和 3年度収支予算案、役員等賠償責任保険の契約
更新について担当者より説明があり、承認されま
した。業務幸丸行状況の報告を各部会等から行いま
した。また、総会直後の臨時理事会開催に関する
招集手続き省略の同意書及び総会後の提出書類に
ついて提出のお願いをしました。

正副会長会
令和 3年 4月 19日 (月 )
於 :ツインパルながお

総会に関する理事会提出議案、役員改選に伴う
委員会編成、四法連、県連役員候補者推薦等に
ついて協議されました。

税制委員会
令和 3年 5月 18日 (火 )
於 :事務局

令和 4年度税制改正要望事項を「基本的な課題」
と「税目別」に四国税理士会長尾支部脇先生にご
意見をいただきながら検討しました。その他の意
見として、震災復興について、租税教育について
も協議しました。

ヽ

―

ヽ

【

令和 3年度第 1回理事会

⌒

⌒
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HH‖ ‖‖‖‖

ヤ

‐

組織委員会
令和 3年 3月 22日 (月 )
令和 3年 5月 28日 (金 )
於 :ツインパルながお

地区別会員加入状況について各支部より報告され

ました。まだまだヨロナ禍の状況のため訪問時の正

夫等安全第一で、引き続き加入勧奨を続けていた

だくことをお願いしました。また、未加入法人先に

入会のご安木内を郵送するなど、改めて入会のお勧

めをお願いしました。

広報委員会
令和 3年 7月 8日 (木 )
於 :事務局

あしなみ 152号 (総会号 )の編集会議を行いまし

た。今回の表紙は、さぬき市で活躍されている「バ

ンジョイ塾」さんを取材することに決定しました。

企業紹介の記事は、新しく入会していただいた会

員さんにお願いし、次号や来年同時期の広報誌の

表紙や原稿等も順次準備しながら、今回の編集を

進めていくことにしました。

令和 3年 7月 28日 (水 )
於 :事務局

令和 3年度の研修事業として、各種説明会や企業

経営に関する研修会、役員研修旅行等について検

討しました。

昨年度に引き続き、コロナ禍での計画、実施という

ことで、講師をお願いする税務署や税理士会の先

生たちと相談しながら計画していくことにしました。

社会貢献活動委員会 研修委員会

令和 3年 7月 15日 (木 )
於 :事務局

11月 に開催 している「税を考える週間」行事の

講演会の日程等及び講師選定について協議 しまし

た。昨年度は一般公開の講演会が全て中止となっ

た上に、今年度も総会時講演会を中止とした中で、

聴講者数を限定する等、ココナ禍での対策をしつ

かり行うなど実施できるよう検討しました。

銀
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⌒

ハ

る

た
ご
あ
い
さ
つ

長
尾
税
務
署

署
長

高
畑
　
一房
生

こ

の

度

の
人

事

異

動

に

よ
り

、

長

尾

税

務

署

長

を
拝

命

し

ま

し

た

高

畑

で
ご
ぎ

い
ま

す

。

着

任

に

当

た

り

ま

し

て
、

公

益

社

団

法

人

大

川

法

人

会

の
公

員

の
皆

様

方

に

一
言

ご

あ

い
さ

つ
を

申

し
上

げ

ま

す

。

大

川

法

人

会

の
皆

様

方

に

は

、

平

素

か

ら

税

務

行

政

の

円

滑

な

運

営

に

深

い
ご

理

解

と
多

大

な

ご

協

力

を

賜

っ
て

い
ま

す

こ
と

を

、

紙

面

を

お
借

り

し

ま

し

て
厚

く

お

礼

申

し
上
げ

ま

す
。

貴

△
ハ
は

「
税

の
オ

ピ

ニ
オ

ン
リ

ー
ダ

ー
」
と

し

て
、

税

知

識

の
普

及

を

目

的

と

す

る

各

種

研

修

会

の
開

催

や
租

税

教

室

な

ど

の
租

税
教
育

活

動

、
ま

た
、
納

税

意

識

の
高

揚

を

図

る

た

め

の
様

々
な

啓

発

活

動

、

更

に

は

地

域

に
密

着

し

た

社

会

貢

献

活

動

に
熱

心

に
取

り

組

ん

で

お

ら

れ
、

長

年

に

わ

た

つ
て
全

国

一
の
組

織

率

を

維

持

さ

れ

る
な

ど

充

実

し

た
魅

力

あ

る
法

人

会

で
あ

る
と
承
知

し

て

お
り

ま
す
。

こ

の

よ

う

な

法

人

会

活

動

の
ほ

か
、

ｅ
ｌ
Ｔ

ａ

ｘ

の
普

及

を

は

じ

め

と

す

る
国

税

当

局

の
取

組

に
ご

支

援

を

い
た

だ

い

て

い
ま

す

こ

と

は
、

税

務

行

政

を

円

滑

に
運

営

す

る

た

め

に
欠

か

す

こ
と

の

で
き

な

い
も

の

で
あ

り

、

こ
れ

も

ひ

と

え

に
佐

藤

会

長

を

は

じ

め

と

す

る

役

員

の
皆

様

方

の
ご

尽

力

と
会

員

各

位

の
ご

努

力

の
賜

物

で
あ

り

、

私

ど

も

税

務

行

政

に

携

わ

る
者

に

と

っ
て
誠

に

心

強

く

、

深

く

敬

意

を
表

す

る
次

第

で
あ
り

ま
す

。

と

こ

ろ

で
、

国

税

庁

で

は
、

組

織

理

念

と

し

て

の

「
国

税

庁

の
使

命

」

を

制

定

し

て
約

二
十

年

が

経

過

し

た

と

こ

ろ

で
す

が
、

国

税

組

織

を

取

り

巻

く

環

境

、

組

織

に

お

け

る
働

き

方

や

人

々

の
価

値

観

が

大

き

く
変

化

し

た

こ
と

を
踏

ま

え

て
、

今

般

、

新

た
な
組

織

理
念

を
策

定

し
公
表

し

ま

し
た

。

新

た

な

組

織

理

念

に

は
、

国

税

庁

が

そ

の
使

命

や
任

務

を
果

た

す

た

め
、

「組

織

と

し

て
目
指

す
姿

」

や

、
個

々

の
職

員

が

日

々

の
職
務

を
行

う

に
当

た

っ

て
重

視

す

べ
き

「
行

動

規

範

」
が
掲

げ

ら

れ

て
お
り

、

今

後

は
、

職

員

一
人

一
人

が

こ

の
新

た

な

組

織

理

念

の
正

し

い
理

解

の
下

、

自

ら

の
業

務

に

お

い

て

実

践

し

て

い
く

こ
と

と
な
り

ま

す
。

私

ど

も

と

し

て
も

、

「
納

税

者

の
自

発

的

な

納

税

義

務

の
履

行

を

適

正

か

つ
円

滑

に
実

現

す

る

」

と

い
う

使

命

を

果

た

し

て

い
く

た

め
、

納

税

者

の
利

便

性

を

一
層

向

上

さ

せ

る

と

と

も

に
、

課

税

・
徴

収

事

務

の
効

率

化

、

高

度

化

や

業

務

改

革

の
推

進

に

よ

る
事

務

運

営

の
最

適

化

を

進

め

て

い

る

と

こ

ろ

で
あ

り

、

そ

の

一
環

と

し

ま

し

て
、

ｅ
ｌ
Ｔ

ａ

ｘ
や

キ

ャ

ッ
シ

ユ
レ

ス
納

付

の
利

用

拡

大

に
取

り

組

ん

で

い
ま

す

。

皆

様

方

に

は
、

従

来

か

ら

利

用

拡

大

に
ご

協

力

い
た

だ

い

て

い
る
と

こ
ろ

で
す

が

、

特

に
ダ

イ

レ
ク

ト

納

付

の
利

用

拡

大

に

つ
き

ま

し

て
、

引

き

続

き

ご

支

援

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し
上
げ

ま
す

。

ま

た
、

ご

承

知

の

よ
う

に
消

費

税

の
イ

ン
ボ

イ

ス
制

度

が
、
令

和

五
年

十

月

に
導

入

さ

れ
ま

す

。

国

税

当

局

と

し

ま

し

て

は
、

制

度

の
円

滑

な

導

入

に
向

け

て

の
周
知

・
広

報

や
相

談
対

応

の
ほ

か

、
国

税

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の
イ

ン
ボ

イ

ス
特

設

サ

イ

ト

に
各

種

情

報

を
随

時

掲

載

し

て

い
る
と

こ
ろ

で
す

。

な

お
、

本

年

十

月

一
日

か

ら
、

適

格

請

求

書

発

行

事

業

者

の
彗

録

申

請

の
受

付

が

開

始

さ

れ

ま

す

の

で
、

皆

様

方

に

お

か

れ

ま

し

て

は
、

登

録

申

請

や
登

録

通
知

の
受

領

に
当

た

っ
て

の

ｅ
ｌ
Ｔ

ａ

ｘ
の

ご

利

用

、

全

録

申

請

の
早

期

提

出

へ
の
ご

協

力

を

お
願

い
し
ま
す
。

さ

て
、
新

型

コ

ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス
感

染

症

の
発

現

に
伴

い
、
社
会
全

体

が

こ
れ
ま

で
と

は
異

な

る

「
新

た

な

日

常

」

に
向

け

て
変

化

し

て

い
る
中

、

行

政

に

お

い

て
も

デ

ジ

タ

ル
化

を

確

実

に
進

め

て

い
く

こ
と

が

重

要

と

な

り

、

国

税

庁

に

お

い

て
も

、

各

種

事

務

の
デ

ジ

タ

ル
化

を

進

め
、

更

な

る
納

税

者

利
便

性

の
向

上

に
取
り
組

む

こ
と

と
し

て

い
ま

す
。

こ

の
よ
う

な

状

況

を

踏

ま

え
、

年

末

調

整

に
係

る

情

報

提

供

体

制

に

つ

い

て
も

見

直

し

を

図

り

、

こ
れ

ま

で
税

務

署

主

催

で
実

施

し

て

い
た

年

末

調

整

説

明

会

は
、

全

国

一
律

に
令

和

三
年

以

降

実

施

し

な

い

こ
と

と

し
、

デ

ジ

タ

ル
技

術

を

駆

使

し

た

情

報

提

供
体
制

と

す

る

こ
と

と

し
ま
し
た
。
　

　

　

　

　

１

ご

不

便

を

お

か

け

い
た

し

ま

す

が
、

ご

理

解

い
　

　

‐

た
だ

き

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

先

の
東

京

オ

リ

ン
ピ

ツ
ク

で
は
多

く

の
感

動

と

希

望

や

勇

気

を

与

え

て

い
た

だ

き

余

韻

も

さ

め

や

ま

な

い
と

こ
ろ

で

は

ご

ぎ

い
ま

す

が
、

今

般

の
新

型

コ

ロ
ナ
ウ

イ

ル

ス
感

染

症

の
感

染

拡

大

に

つ
き

ま

し

て

は
、

未

だ

予

断

を

許

さ

な

い
状

況

が

続

い

て

い
ま

す
。

ン」
う

し

た
中

、

時

代

の
要

請

に

応

え

、

国

税

庁

の
使

命

を

果

た

し

て

い
く

た

め

に

は

、

納

税

者

の
皆

様

の
理

解

と

信

顆

を

い
た

だ

く

と

と

も

に
、

こ
れ

ま

で
以

上

に
法

人

会

を

は

じ

め
関

係

民

間

団

体

の
皆

様

と

の
連

携

・
協

調

を

図

っ
て

参

り

ま

す

の

で
、

よ

り

一
層

の
お

力

添

え

を

賜

り

ま

す

よ
う

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

結

び

に
当

た

り

ま

し

て
、

大

川

法

人

会

の

益

々

の
ご

発

展

と
、

会

員

の
皆

様

方

の
ご

健

勝

並

び

に

事

業

の
ご

繁

栄

を

祈

念

い
た

し

ま

し

て
、

私

の
着

任

の
あ

い
さ

つ
と

さ

せ

て

い
た
だ

き
ま
す
。



長尾税務署 定期異動
7月 に定期異動で次の方々が転出・転入しました。

ψ

ψ

【転 出】

【転 入】

課 。部門新任署氏  名課 。部門

大阪派遣 主任監察官大阪国税局松川 善彦署長

総務部 納税者支援調整官高松国税局古地  聡総務課長

総務部企画課
主任国税管理

業務センター室

官高松国税局上原 政人管理運営部門 統括徴収官
徴収部集中電話催告センター室

国税徴収官高松国税局雨嶋 真紀管理運営部門 上席徴収官

管理運営部門 上席↑敦収官坂出税務署山地 区代管理運営部門 上席徴収官

人事第二課 研修専門官高松国税局宮岡 友子個人課税部門 統括調査官

個人課税部門 上席調査官丸亀税務署山下 貴子個人課税部門 上席調査官

個人課税部門 上席調査官高松税務署山地 弘樹個人課税部門 上席調査官

埴今講坐藍
源
畳鶏長警吾
務集中

高松国税局間城 弥栄法人課税部門 上席調査官

(退職 )猪川 尊正法人課税部門 上席調査官

課・部前任署氏 名課・部門

調査査察部 調査第一部門統括官高松回税局高畑 房生署長

総務課長伊予西条税務署大沢 勇人総務課長

総務課 総務係長高松税務署玉岡知依里総務課 総括上席徴収官

法人課税第七部門 調査官松山税務署谷  弓季総務課 徴収官

人事第二課 研修専門官高松国税局向井美智子個人課税部門 統括調査官

(新任)佐藤真梨菜個人課税部門 事務官

(新任)西田 知弘法人課税部門 事務官

法人課税第一部門 調査官坂出税務署奈良 章恵法人課税部門 調査官

12



税務署の窓

「令和 3年以降の年末調整説明会開催取りやめのお知らせ」
税務行政につきましては、日頃からご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
新型コロナウイルス感染症の発現に伴い、社会全体がこれまでとは異なる「新た
な日常」に向けて変化している中、行政についても各種事務手続きのデジタル化を
進めるための取組を行っています。

このような状況を踏まえ、年末調整に係る情報提供体制についても見直しを図
り、これまで税務署主催で実施していた年末調整説明会は、令和 3年以降実施しな
いこととし、デジタル技術を駆使した情報提供体制 (動画配信を中心とした「いつ
でも」「どこからでも」必要な情報を得られるような体制)とすることとしました。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
なお、年末調整に関する各種情報については、国税庁ホームページに「年末調整 ハ

特集ページ」の作成を予定 (11月 掲載予定)していますので、こちらのページを
ご覧ください。

[お問い合わせ先]

長尾税務署 法人課税部門
TEL0 8 7 9-52-2534(ダ イヤル・イン)

馬 ミ

令和5年 1 方式とし が導入
されます。 3

『割虐について畑ιIたいJという有よ l。

説明会の開催日程
説明会は鞠 ですので参加される方は右下のお問い合わせ先にお電話
いただき、事前のラ約をお願いします。

※1 感染症等まん延防止の観点から、定員に達した場合はc~参加いただけない場合があります。
2 感染症等の状況又はその他の事情により、延期若しくは中止となる場合があります。なお、
延期等となる場合はごラ約いただいた連絡先へ電話により連絡させていたださます。

電話によるお間しヽ合わせ等は、自動音声案内によ
り案内してしヽますので、「 2」 を選択 (プッシュ又
はダイヤル)してください。

の

占問い合わせ先

〒769-2302

さぬき市長尾西 871番地 1

長尾税務署 法人課税部門
電言舌0879-52-2534 (夕

Sイ
ャルイン)

インボイス制度に関する最
新の情報は、国税庁ホーム
ページの「イン
ボイス制度特設
サイト」をご覧
ください。

YouTube国税庁動画チャンネルでは、
消費税インボイス制度説明会と同様の内容
について、無料動画を′ム`闘しています。

インボイス制 説明合についで
事前予約制

開 催 日 開 催 時 間 定 員 開 催 場 所

令和 3年 10月 20日 (水 )
14:OO～ 16iOO
(60分 )

15名
長尾税務署大会議窒

(さぬき市長尾西871番地1)

令和 3年 11月 17日 (水 )
14:OO～ 15:OO
(60分 )

15名
長尾税務署大会議窒

(さぬき市長尾西 87刊 番地 刊)

令和3年 12月 15日 (水 )
14:OO～ 15:OO
(60分 )

15筈
長尾税務署大会議室

(さぬき市長尾西 871番地刊)

13



税務署の憲

令和3年 10月 1日

消費税の

インボイス

部i虔

個人事業者の方はスマートフオンからでも申語できます。

スマートフオンからの申購には事前にマイナン′ゞ―カードの取得が必要です。

■
■
■
■

▼

●インボイス制度に関する一般的など相談は、軽減・

インボイスコールセンダーで受け付けております。

【専用デイヤル】0120-205-553(無 料)

【受付時間】9:00～17:00(土日祝除く)

インボイス制度について詳しくお矢ロリ

になりたい方は、国税庁ホームページ

(httpSプ /ヽA―.nta.go.jp)の「インボイス
制度特設サイト」をど覧ください。

国税庁  法人番号 7000012050002

特設サイトヘ

こ ▼

C●
ヘ

登録申請手続は、e  X
をど不u用ください !!
『e‐TaXソフト側にB版 )J、「e百Taxソフト(SP版 )」 をど利用

いただくと質問に回答していくことで申請が可能

eⅢTaxで申請した場合、電子データで登録通知の受領が

可能

※ 「登録通矢日」には、令和 5年 10月 以降インボイスに記載が必要な「登録番号」
を記載しており、紛失防止等の観点から電子データでの受領をお勧めしています。

Ｆ
Ｉ
房

Ｅ
Ｅ
Ｅ

日

M

令和5年 10月 1日から「適格請求書等保存方式 (インポイス制度)」が導入されます。

適格請求書発行事業者 (登録事業者)のみが適格請求書 (インボイス)を交付すること

ができます。

事業者の方ヘ＼＼

オ

0
14

2021,7



税務署の窓

■売手である登録事業者は、買手である取引祖手 (課税事業者)から求められ
たときは、インボイスを交付しなければなりません (また、交付したインボ
イスの写しを保存しておく必要があります)。

■買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手 (売手)で
ある登録事業者から交付を受けたインボイスの保存 係)等が必要となります。

這尾呈ぁ昆婁ど窪唇たζ伝を深響写言gE想i仕兵寝冨握謀雷磐営誓壁呼摩暫普菅詔蓄冨g。 
言己載され(※ )

△△商事い

日 品名

5,000 FIl

10,OOO円

11/2 ルセット 2,000

80,00011 消費税

8,200円

8,000円

11,200円合計   120

×X年 11月 30日

請求書

⑥ ノ
①11月 分  131,200円

売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。具体的には、
現行の「区分記載請求書」に「登録番号」、「適用税率J及び「税率ごとに区分した
消費税額等」の記載が追カロされたものをいいます。

取引年月日

取引内容 (軽減税率の対象品目である旨)

税率ごとに区分して合計した対価の額
l税抜き又は税込み)及び適用税靡
税率ごとに区分した消費税額等

書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

①

②

③

④

　

⑤

⑥

以下のインボイス制度に関する書類を郵送により提出される方は、次の宛先
に送付してください。

・適格請求書発行事業者の登録申請書 (国内事業者用・国外事業者用)

・適格請求書発行事業者登録簿の登載事項変更届出書

・適格請求書発行事業者の公表事項の公表 (変更)申出書

高松国税局

インボイス登録センター

〒 760‐0018
高松市天神前 2番 10号
高松国税総合庁舎

徳島県香サ!I県

愛媛県高知県

イス登録センターでは、インボイス制度に関する書類のみ受け付けています。
※インボ

全国
誰で
どこからでも
も参加可能な

インボイス制度の基本的な事項や留意すべき点などを講師がわかりやすく解説します。
また、チャット機能を利用した質疑応答も行つております。

説明会サイ トに掲載 (随時掲載 )

※下記の説明会サイトにアクセスして確認してください。
→ https://www.nta.9oJP/taxes/shヤ aberu/zeimokubetsu/shOhv
keigenzeiritsu/invoice_setsumetkai.htm

開催日時 定  員 費  用 説明会サイトヘ

無料
(通信費用は実資となります。)

告回100名
(先着順)

15



税務署の憲

くイン ,ずiTス制度 〉

登録申請手続勝与e~TaXをご利用くだとい「 F

嘔観翻躍
令不日5年 10月から「インボイス制度」(※ )が導入されます。

制度導入後、適格請求書 (インボイス)を交付するためには、税務署長に

登録申請を行い、適格請求書発行事業者として登録を受ける必要があります。

(※ )制度の詳ししヽ説明については、国税庁ホームページの「インボイス制度特設サイト」をご莞

ください。

∫…【登録申請のスケジユール】………

インボイス市」度
牛寺言隻サイト

ツ

令和3年 10月 1日から

登録申請が可能です。

令和 3年 10月 1日

令和5年 10月 1日から登録を受けるためには、原則として、_

令和5年 3月 31日までに登録申請を行う必要があります。

令和5年 3月 31日 令和5年 10月 1日

登録申請の受付開始 インボイス制度の導入

む0いT調□疑堰鯛陣脚
く事前準備>

e―Taxの利用には、電子証明書 (マイナンパーカードなど)が必要となりますので、

事前に取得をお願いします (マイナンパーカード以タトの電子証明書でe―Taxの利用

が可能なものは、e―Taxホームページの「電子証明書の取得」をご覧ください。)。

マイナンノヾ―カード
の取得申請

リ く登録申請手続>

電子証明書取得後に登録申請データの作成・送信を行います。

登録申言青データのイ乍成・送信は、国不党庁
二が与是供している以下のソフトウエアでそ子うことができます。

(注)個人の国外事業者の方は、e―Taxソフト(WEB版 )叉 (ま e―Taxソフトをご利用ください。

颯重E盟
)(国税庁 法人番号フ000012050002)

e―Taxソフトe‐Taxソフト(SP版 )

目
e―Taxソフ

ソフトウェア

必要電子証明書

必要不 要ダウンロード

′〔ツヨンスマートフオン・

'プ

レツト利 用 端 末 ′〔ソコン

申長票形式 (言面と同様 )問答形式 (画面に表示された質問に回答し、入力するイメ
ージ)作 成 形 式

法人・個人事業者個人事業者のみω法人・個人事業者利用可能者

百T樹ヒ不 可FTロヒ代 理 送 信

16



税務署の窓

く事業者 >  ①登録申請データをe―Taxで送信 (登録通知もe―Ta×で受け取ることを希望) く税務署>

騨

♂
孝 <ェィrg百 9智 ?甘 ..
③登録通知データの確認

⑫

②税務署における処理後、登録通知データ
を送信 (メ ッセージボックスに格納)

くインポイス制度導入後>

メッセージボυクス
(e― TaX)

団
(1′ 900日間保存 )

く取弓I先>

(注)事前にメールアドレスの登録を行った方にお知らせします。

・・・・・・・;>量星樫呂擢累握響磐ごこ電客含ヒ      :t公表1青辛R〕
(e Taxソフト等を利用)    ▼

〔
キ B>居黎催癬篭諏聾艶揺駆揺否ム

「
ノム`表サイト」で確認可能

操作方法の詳細は、国税庁ホームページの「インボイス制度特設サイト」に掲載して
いる以下のマニュアルをご覧ください。

・ 適格請嗽書発行事業者の登録申請データ作成マニュアル (e―Taxソフト(WEB版 )ve丘 )
・ 適格請嗽書発行事業者の登録申請データ作成マニュアル (e―Taxソフト(SP版うve丘 )

インボイス待」度
牛寺言隻サイト

e‐Taxソフト(wEB版 )及びe‐Taxソフト(SP版 )の操作方法の詳細

追格欝求a
弾
乞`豪サイト

登録申請手続は全てe‐Taxで完結できます !!

お問い合わせについて

くe―Taxソフト等の事前準備、送信方法、エラー解消などの使い方に関するお問い合わせ>
O e‐ Tax。 作成コーナーヘルプデスク

瑳:言舌番130570山 01‐ 5901 【受付Ⅱ寺F日ヨ】 9:00～17:00
(ナビダイヤル (有料)) (上日祝及び年末年始を除く。)

※1 ご利用の電話機によっては、上記ナビダイヤ)舅こつながらなしヽ場合がありますので、その場合は、03-5638-51フ 1を
ご不u用ください。
※2 最新の‖青幸辰は、e―Taxホームページの「ヘルプデスクヘのお問い合わせ」をご確言忍ください。

fくマイナポータルAPに関するお問い合わせ>
0 マイナンプヽ―総合フリーダイヤル

0120‐ 95‐0178    【受付時F目弓】
(無料)

(平 日)9
(土日祝)9

一

〇〇30～20
t307:130～

くインボイス制度に関する一般的など質問などのお問い合わせ>
O 消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター
羅]冨舌番1号 0120‐ 205‐553

(無料 )
田翌代,日寺F口珂】 9:00～17:00

(土日祝及び年末年始を除く。)

17
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税務署の憲

陽が勝納付ほとつても

ヤ

事務効率化・ベーパレスイとに取り組む皆さまヘ

電子申告が普及した◆、その申告データを使つて、自宅やオフィスで簡単納税しよう |

金融機 イ寸可能

ネットバンク契約不要 非対面・非接触

・納付書 。徴収高計算書 (※ 1)を電子提出
・手書き作成不要のため税務署に行く必要なし

・徴収高計算書・納付の確認はデータ保管 (※ 2)

(※ 1)糸内付額がない徴収高計算書も提出可能  (※ 2)メッセージボックスで管理

税務署や銀行へ行かずに指定した預貯金口座から振替

・納付日を指定できるので納付を忘れる心配なし

・税理士が納税者に代わつて納付手続を行うことも可能

国税のダイレクト納付に合わせて地方税のダイレクト納付 (※

を利用すれば、国税のほか、複数の市町村へ電子納付可能
⇒ 地方税のダイレク ト納付利用により全ての都道府県、区市町村を対象と
して、複数の地方公共団体ヘー括して電子納付することができます

(※ )国税と地方税のダイレクト納付の利用には、それぞれ利用手続が必要です

小 l｀
ニ

薗 理 閣 閣

鰯
車

―

い｀`■

Iお,ギ IIlrlイォIドにしヽこうIIⅢⅢド、
|・ 1'サ i卜と|!千ir'オti11111iす●

・
|う 1こ!|11どt ri〕

riⅢ

|'|■i llI

利用可能な金融機関

に預貯金口座がある

《, こ
｀
不明の点がありましたら、所轄の税務署にお尋ねください。

ダイレクト納付利用

届出書を税務署に提出

働 高松国税局

園

鰯

轟

國

鰯

鐵

閣

攘

鰯

繭

題

攘 囲

璽

麟趨

騒

盤

,表人事業者は、書面の届出書を提出して

ください。禾」用開女台までに 1か月程度がか

つます。

なお、個人事業者は、届出書をオンライ

ン提出でき、数日で利用可能です。

電子申告をされたことがない方は、利用

者識別番号の取得が必要です。
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税務署の窓

圏
‖

片
■

馳
戸  

犀
犀  郡  

縛  韓  鞠

ガ
藤 ′つ埓`て

ぱ

クト、札ド
凸 麟

ガ

″ ダxレ
芦

t
…
 _ 諄  が  

芦

摩
:

翼

(注 1)納付情報を作成
して、納付する
こともできます

酔
(注 2)納付する国税の
法定納期F長まで
指定できます

ダイレク ト納付等の概要、利用手順やよく
ある質問をまとめたホームページです。
【よくある質問はメニューボタン内にあります】

もっと知 りたい !

ダイレクト納付を開始するための手続きを
まとめたマニュアルです。

キャッシュレス納付の紹介のほか、国税に
関する様々な動画が掲載されています。

ダイレクト納付のご紹介
(WEB―TAX― TV動画)

ヽ使ってみた し

簡 単 な 操 作 で 預 貯 金 口 座 か ら 振 替

メッセージボックスに

率内イ寸1青車侵の

通矢日が届 く
▼

「ダイレクト納付」を

Click′

①今すぐ納付
又は
②納付日を指定
(注 2)Click′

電子申告
を送信する

φ
(注 1)

務紆吉窪窪賀響訳竜握管窓乙百モ占蔚8督窪どF:ヒ
です。

税 理 士 が代 理 で電 子 申告 されてぃる方

指定の預貯金口座
から自動振替
▼

メッセージボックスに

納付完了の

通矢日が届 く

国税庁 ダイレクト納付

地方税ダイレクト納付方法のご案内

⌒

ハ

『地方税共通納税システム』から、個人住民税 (特別徴収分)も電子納付
することができます。
詳しくは右のQRコ ードからeLTAXホームページをご覧くださぃ。
※ 国税と地方税の電子納税の利用手続きは、それぞれ手続きが必要です。
なお、地方税共通納税システムは、地方税共同機構が運営しています。

:

:

:

:

:

:

:

I

I

:

:

:

I

納税事務の負担が軽減されます
し区市町村を対象と て し複数の地方公共団体ヘー括 て電子納税する とができ全ての都道府県、
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税務署の憲
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令和3年 7月から年納税証明書の申請から受取までの手続きをご自宅やオフイスで嘉

結できるようになります。

お手持ちのパソコンから ettTaxを使つて簡単な操作でできます。

(注)電 子納税証明書 (PDFフ アイル)の提出方法については、あらかじめ提出先に確認してください。

ダウンロードした電子納税証明書(PDF)フ アイルは、自宅やオフイ

スのプリンダーから印刷ができます。

また、コンビニエンスストアの印刷サービスを利用して印刷する

こともできます (E口刷サービスの利用には別途料金がかかります。)。

電子納税証明書(PDFフ ァイル)は、何枚でも印刷してお使い

いただけます。H副

凸

口

期

議 日日 艤

e‐Taxを使つて、自宅やオフイスのパソコンで納税証明書請求

データを作成します。

「納税証明書の交付請求書 (電子交付用)」から、PDFデータを選択

し、画面表示に従い必要事項を入力し、送信してください。

※ 送信及びe‐Taxのメッセージボックスの確認には、マイナンバーカードな
どの電子証明書が必要です。

※ 納税証明書を作成後、e‐Taxのメッセージボッ
`フ

スに発行秦備が整つた

旨を通矢[します。悟

①インタ中ネットで請求(来署不要)

e‐Taxのメッセージボックスにスマートフオンやメヾソコンで

アクセスし、インダーネットバンキング等により手数料を納付した

後、電子納税証明書(PDFフ ァイル)をダウンロードします。

電子納税証明書 (PDFフ ァイル)は、何度でもお使いいただ

けます。ロ

W

②PDFフアイJbぜ受取

e―Tax靱

苗力国税庁

ジ httPS:〃 WWⅥe―tax.nta.gOjPe口T ムペ 検 索
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税務署の憲
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Ｆ
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口

口
7軒∬3牢
ノ月力Bら

‐

―

鰻 ,
納 税 席E明 誉
`そ

の 1・ 硝a領

`盛
,月〕

'

°府←解A貿照豊繋ITR驚程ι右路鴛Bttr.強,●■,缶k偲晰硝しく露HttH l田∝●B

① プリンターで印用u可能な偽達防止技術を採用

② 複数の錦道防止技術を組み合わせることで、証明書の信頼性を確保
③ 証明内容は、国税庁ホームベ…ジでも確認が可能 儀)

(注)納 税証明書の QRコ ードに証明内容が格納されており、国税庁ホームページに
ある「納税証明書の交付請求手続」から納税証明書確認コーナー (令和 3年ア月
公開)を利用することで証明内容を確認できます。

https1//wwwinta.go.」 p/taxes/nozei/nozei― shomei/ol.htm吟

新デザイン (A4サイズ) ●

日 デザイン (A4サイズ)

ごれから:ょ、g甘 ちの
新デツインめ発行すれます。

績 と ,Iiヰ rt崇
れ ,中 卜41に tiH r tく .lH彙Ⅲ Ⅲ R,島

納 税 証 1月 番

|

□

新デザインの 3つの特徴 !!

田 国税庁螂

^
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税務署の憲

□不党に関する一般的なご本目談は
電話相談センターヘ

■

電話相談センターでは、税務に精通した国税局 の職 員がお答えします。

Stepl

お近くの税務署へ電話をかけます
(受付8:30～ 1 7iOO上、日、祝日及び年末年始を除く。)

※電話番号は裏面をご覧ください

Step2

Step3

<税務署での面接本回談は、菫爺弔約が隊要です>

税務署では、納税者の
レ白
し
様をお待たせしないよう、面接相談の事前予約制を実施しております。

面接相談を希望される方は、所轄の税務署に電話で相談日時を予約してください。

ラ約の際、篭前・住所・相談内容をお伺いし、相談日にお持ちいただく書類等を
お伝えします。

高松国税局・税務署

職 ①②③

④⑤⑥

②⑥③

①③①
1 電話相談センター

税務署からのお尋ね・税務署での面接相談等

)肖費不党の
:テ

減

:【ヂ
侑J馬

≧についての〔ゴ祖談等 〔
塁塁塞彗悪望各議堅垂露ZttRFい

ます。

〕

2

3

を選択音声案ぬに従じ

(注)所得税等の確定申告期は、圃番に確定申告に関するご相談等が追加されます。

1

音声案内に従じヽ本凰談ぬ容を選択
□所得税

源象所得税・年末調整・支子ム調書

譲渡所得・相続税・贈与税・財産の議平価

法人税

消費下錠・印紙穣

その他

2 5

63
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税務署の窓

不党務署電話番号一覧

徳 島 県

税 務 署 電 話 番 号

徳  島 088-622-4131

巴烏    P] 088-685-4101

I可  南 0884-22-0414

川  島 0883-25-22¶ ¶

脇   町 0883-52-1206

)也 田 0883-72-2155

愛 媛 県

税 務 署 電 話 番 号

松  山 089-941-9121
フ

ムヽ 0898-32-610o
宇 和 島 0895-22-4511
八 幡 浜 0894-22-0800

新 居 浜 0897-33-4145

伊予西条 0897-56-3290

大  洲‖ 0893-24-3¶ 15
伊予三島 0896-24-5410

香 川 県

税 務 署 電 話 番 号

高   松 087-861-4121

丸  亀 0877-23-2221

坂   出 0877-46-3131

観 音 寺 0875-25-2¶ 91

長   尾 0879-52-2531

土  庄 0879-62-¶ 301

～ 税 務 署 か ら の お 知 ら せ ～

高 知 県

不党務 署 電 話 番 号

高  矢B 088-822-¶ 123

安  芸 0887-35-3115

南 □ 088-863-3215

須  崎 0889-42-2355

中  村 0880-35-2135

七P    里予 088-893-1121

「消費税の軽減税率制度・インボイス制度についてのご相談等」専用ダイヤル 0120-205-553

量  電話の前に棟索 r
|■ 1.|■● ●

「
■ |では、国不党に関する情報を検索したり、

申告書・届出書等の様式を入手することができます。
また、よくある国税のご質間に対する一般的な回笞は、
|● :lr l●  =|■ |   ― ―.|||| | を是非ご利用ください。

国税庁
―  l i● I等から
httpsi//wv、/w.nta.go.Jp
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税務署の憲

V

Ψ

ー

その質問、

チャットボットに

相談してみませんか ?

年末調整は

令和3年■0月から

所得税の確定申告は

令和4年 1月から
※具体的な日程は、国税庁本一ムページで

お知らせします。

※メンテナンス期間を除きます。

241寺脂]利用可能

税務職員ふたば

働 国税庁  法人番号7000012050002
スマホでのご利用
はこちら,J｀ら !

国税庁 ふたば
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税務署の窓

C 口

にお養えしますぅ

確灯
~申
告に必奎な書安膏を調べる

確定申告が必要か判定する

医療賢控除/待宅□―シ搾除/ふること納税など

よくあるЧ犬洸房uに謝べる

その他メニュー

質問のしかたは2通り

1メニューから選択する

2文字で入力する

V

Z

⌒

/ヘ

医療費控除を受けるにはどうすれ(よしヽぃ ?

質問をすると…

答えがすぐに表示されます。

言羊しい1青報は、
参考1青報のリンク囲をクリック

C 卿
千腸 日談チャットボット 韓(′め

',｀

ら  /ンケ=ト

r医摯資控昧の申告手続士必要書類Jですねっ

医森質控除を受けるためには、医徐賢の領収書を基に「医療資控
除の明細脅」を作成し、この8B欄書を添付した確定申告書を税腸
調にl犀出する必曽があります。

なお、医な資の領収脅は、税務調に提出する心妾はありま Lサん
が、確F中告期隠等から5年間保存する必豊があります.

今君■膏報 i

日 医療費を支払つたとき (医環資,空除 )

囲 医療質控除を受ける方の記競例 (令和2年分・年末調整を受
けた給与所得者が医覆賢:rた除を受けるとき )

四

・Ｔ

こ導番を洋■■ fl(if 市 , t、 ‐

・チヤットボットは、AI(人工知能)を活用して自動で回答するウェプサービスです。
国税庁ホームページ (httDSI〃WWw.nta.qo=ゎ )からご

｀
利用いただけます。

・画面は所得税の確定申告に関する相談のイメージです。実際の画面と異なる場合があります。
・令和 3年 10月 から同年12月 まで令和 3年分の年末調整に関するご相談、
令和 4年 1月から令和 3年分の所得税の確定申告に関するご

｀
相談を開始する予定です。

25



°・
猜 第9回 税に関する絵 はがきコンクー「レ

令和2射藍 公益社団法人 大
'II法

人会

第9回「税に関する絵はがきコンクール」は、長尾税務署管内の刑(学 6年生を対象に募集

したところ、274点の応募がありました。その中から関係協力団体をはじめ女性部会員等が

力作を目の前に審査を行いました。(応募作品に記入の学年は、令不□3年 2月現在のものです。)

学

ヤ

回回 日□

口 □痴
淀
淫

凛
の大t刀ナ

さぬき市立造田小学校6年生

山口 凛愛 さん

東かがわ市立引田凋(学校6年生

岸本 花漣 さん

さぬき市立寒)1囲 (学校 6年生

川西 未夢 さん

●

ロ ロ ロ ロ

□  四
□ 田

東かがわ市立引田小学校6年生

正木 穂香 さん
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⌒

ハ

さ
ぬ
き
市
立
寒
川
小
学
校
６
年
生

濱
田

優
奈
さ
ん

さ
ぬ
き
市
立
長
尾
小
学
校
６
年
生

森
　
巧
隼

さ
ん

さ
ぬ
き
市
立
長
尾
小
学
校
６
年
生

石
川

ひ
か
り

さ
ん

さ
市
立
寒
川
小
学
校
６
年
生

達
井

愛
悠
菜

さ
ん

さ
ぬ
き
市
立
長
尾
小
学
校
６
年
生

野
村

百
花

さ
ん

さ
ぬ
き
市
立
長
尾
小
学
校
６
年
生

寺
尾

愛
菜

さ
ん

さ
ぬ
き
市
立
長
尾
小
学
校
６
年
生

梶
谷

凛

さ
ん

本恋菱ぇる

税 台
田
ロ

④
口 ｍ
ｍ
四

縄盆ぐ機器は

◆

γ

◆

◆ ′

彰 るla宝
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有限会社松井自動車  松井 辰憲

昨年度は新型コロナウイルス蔓延の影響を受け、開
催が危ぶまれた租税荻室ですが、し

つか

りと感染症対策をとりながら、withコ
ロナ時代に対応した形で、参加される方の安全

に配慮

しながら、東かがわ市
。さぬき市の小学校の皆様のご協力を得ながら開催す

る事が出来ました。

私は寒川小学校の6年生の 2つあるクラスのうち
1ク ラスを担当させて頂きました。過去にも

6～ 7回様々な学校で担当させて頂きましたが、毎回、子供達
の活気と感受性の豊さや素直さ

に驚かされると共に、自分自身刺激を受け、学び
の多い経験をさせて頂いています。

まず租税教室ではアイスブレイクも兼ね、子供
たちに税金の種類を問いかけると、問いかけ

た自分が驚くほど子供たちは我先にと元気よく答
えてくれ、初めて会う私を温かく受け入れて

くれます。そして本題の税金の仕組みや重要性を税金
クイズや「税金のある街ない街」を使い、

今当たり前に生活している中にどう税金が使われ
ているか?ま た、もし税金がなければどう

なつてしまうのか ?を一緒に考えていくと、当たり前
に学校で勉強できる事、当たり前に公的

なサービスを受けられる事は、税金がある事のお陰
だと少しずつ感じてくれます。

さらに子供たちに税金の仕組みをもつと身近に感じ
てもらうため「センタツクス」を使い、

子供たちの身近な場所を税金が無い場合の風景
と税金が多く納められている場合の風景や給食

などを使い少し大げさに伝え、子供たちが将来
この街に住み仕事をし、快く税金を納める事で、

まだ見ぬ未来を明るくしていける事を伝える
と、子供たちは将来の自分たちの子供のため

に、

大人になつて仕事をし、税金を納め、自分
たちと同じように公的サービスが受けられるよう

が

んばる !そ んな志を持つた表情で授業を終える事が出来
ました。

最後に今回の租税荻室を担当させて頂き、自分自
身改めて税金を納める事の重要性や、

この

子供たちの明るい未来のために我々大人世代
が請け負うべき責任の重さを再確認させられま

し

た。

また新型コロナウイルスの影響で様々な

に進もうとする子供たちの姿に、元の世界

たちのように今の現実をしつかりと受け止

知らされました。

ことに制約を受けながらも、環境に順応しながら前

に戻るために試行錯誤し、もがくのではなく、
子供

め新たな未来へと進まなくてはなら無
いと強 く思い

さぬき市立寒川小学校

生島 佳典

L

|

|
令和2年 7同 13日

講師 :松井 辰憲・



匿

中″中”一̈
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畳
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一

一

F
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■職

争
　
ヽ
ヽ
／
　
十

ilⅢ日`ii:こ titiF:
令和2年 7月 13日  さぬき市立さぬき南小学校
講師 :川北 康伸 。大西 孝政

i4`~T犀
浮悸
I

|

||

― ―

心
―

令和2年 8月 5日
講師 :廣瀬 正明

_― F

さぬき市立さぬき北小学校
面應 俊介

躍歩″  |

|

1誓

―

題~‐
「言

1+

十

令和2年 9月 30日  さぬき市立津田小学校
講師 :大西 孝政・上原 養敏

爛 凹
「  |ド  |

令和 2年 12月 14日  さぬき市立長尾Jヽ学校
講師 :入谷 圭介・三谷公二郎

■■,ぃ  ⅢⅢ士́′

てお
=甫
小学I交

～イヨウ
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キ

「
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ぶ
者
あ

り

け

り

。

…

…

」

竹
取
物
語
の
発
祥
の
地
の

一
つ
と

さ
れ
る
香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
尾
に

「竹
の
学
校
」
そ
し
て
、
「
バ
ン
ジ
ョ

イ
塾
」
が
あ
り
ま
す
。
バ
ン
ジ
ョ
イ

塾
の
バ
ン
ジ

ョ
イ
と
は

「竹

（バ
ン

ブ
ー
）
を
楽
し
む

（
エ
ン
ジ

ョ
イ
す

る
こ

と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
「竹
の
町

な
が
お
」

と
、
町
興
し
の

一
環
で
ス
タ
ー
ト
し

た

「
竹

の
学
校
」
。
そ

の
後
、
平
成

九
年

に
竹

の
学
校

の
卒
業
生
で
始

ま
っ
た
の
が

「
バ
ン
ジ

ョ
イ
塾
」
で

す
。
そ
の
バ
ン
ジ

ョ
イ
塾
で
は
、
毎

年

一
月
か
ら
半
年
の
間
、
毎
週
日
曜

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
条
件
に

「竹

の
学
校
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
竹

の
学
校
は
誰
で
も
応
募

で
き
、
竹
の

取
り
扱

い
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
段

階
的
に
学
び
ま
す
。　
一
月
の
初
回
は
、

近
く
の
竹
や
ぶ
で
竹
の
伐
り
方
か
ら

枝
の
後
始
末
な
ど

一
通
り
の
作
業
を

学
び
、
ま
た
、
ひ
ご
の
作
り
方
か
ら

乾
燥
の
方
法
、
パ
ー
ツ
と
し
て
の
加

工
や
作
品
の
組
み
立
て
方
等
も
、
し
っ

か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
半
年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
沢
蟹
や
カ

マ
キ
リ
を
は
じ
め
風
車
や
ふ
く
ろ
う

等
の
毎
週
課
題
を
用
意
、
作
品
作
り

を
通
し
て
工
具
の
使
い
方
や
刃
物
の

研
ぎ
方
も

一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

修
了
す
る
と
、
継
続
し
て
毎
週
日
曜

日
に
竹
細
工
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
バ
ン
ジ
ョ

イ
塾
生
の

一
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
バ
ン
ジ
ョ
イ
塾
の
メ

ン
バ
ー
は
お
よ
そ
九
〇
名
。
遠
く
は

観
音
寺
市
や
海
を
渡

っ
て
小
豆
島
か

ら
通
う
塾
生
も
い
ま
す
。
新
し
い
受

講
生
の
中
に
は
、
高
校
生
や
三
十
代

の
主
婦
、
今
年
は
七
十
九
才
の
方
と

年
齢
も
性
別
も
様
々
で
す
。

伐
採
し
て
き
た
竹
は
、
根
っ
こ
か

ら
先
端
の
細
部
ま
で
全
て
材
料
と
し

て
使
用
で
き
る
た
め
、
作
品
に
よ
っ

て
使
用
方
法
や
加
工
方
法
も
色
々

で
、
竹
の
種
類
に
よ
っ
て
も
扱
い
方

も
違
う
た
め
、
竹
そ
の
も
の
の
特
徴

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら

み
、
そ
し
て
、
次
々
と
作
品
が
生
ま

れ
ま
す
。
バ
ン
ジ
ョ
イ
塾
で
は
、
基

本
的
に
作
品
に
色
付
け
を
し
た
り
せ

ず
、
竹
そ
の
も
の
の
色
合
い
を

一
番

に
考
え
、
焼
き
色
を
付
け
た
り
、
燻

す
こ
と
で
色

の
濃
淡
を
表
現
し
た

り
、
黒
竹
や
ゴ

マ
竹
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
塾
生
は
先
輩

塾
生
に
作
業
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
教

わ
る
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
作
品
の
世

界
が
広
が
り
上
達
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
塾
生
同
士
が
交
流
す
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か

ら
、
真
似
し
た
り
競
い
合
っ
た
り
で

き
る
こ
と
が
、
お
互
い
い
い
刺
激
に

な
り
、
よ
り
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
く
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

竹
の
学
校
修
了
生
や
バ
ン
ジ
ョ
イ
塾

生
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、
毎
年

八
月
に
は
作
品
展
を
開
催
し
、
多
く

の
方
に
竹
細
工
の
と
て
も
精
巧
な
作

品
に
触
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
バ
ン
ジ

ョ
イ
塾
で
は
竹

細
工
の
指
導
者
と
し
て
、
さ
ぬ
き
市

内
の
小
学
三
年
生
を
対
象
に
出
前
授

業
を
行

っ
た
り
、
さ
ぬ
き
市
の
友
好

都
市
提
携
先
で
あ
る
北
海
道
剣
淵
町

の
小
学
生
と
の
交
流
事
業
で
も
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
年
開

催
さ
れ
る

「
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も
、
竹
細
工

体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
小
学
生
で
も
楽

し
く
作
業
で
き
る
よ
う
に
、
作
業
工

lq

ψ

ψ
バ
ン
ジ
ョ
イ
塾
　
代
永
　
′ヽ
ロ

修
治
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程
で
の
安
全
性
を
十
分
に
検
討
し
、

事
前
に
入
念
な
準
備
と
工
夫
を
施
し

て
か
ら
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
臨
ん
で

い
ま
す
。
参
加
し
た
子
供
さ
ん
た
ち

に
は
、
と
て
も
簡
単
な
作
業
に
よ
っ

て
作
品
が
出
来
上
が
る
こ
と
で
、
竹

を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
竹
細
工
の
世

界
を
楽
し
く
知

っ
て
も
ら

っ
て
い
ま

す
。バ

ン
ジ

ョ
イ
塾

で
は
、
塾
生
自
身

が
竹
と
向
き
合
う
時
間
を
楽
し
む
こ

と
や
竹
を
通
じ
た
仲
間
た
ち
と
の
関

7
係
を
さ
ら
に
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
出

会
う
ご
家
族
や
子
供
さ
ん
た
ち
に
、

竹
細
工
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
人

と
触
れ
合
う
楽
し
さ
を
体
感
で
き
ま

す
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ

墓

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
し
、
新
し
い
作
品
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
ぐ
や
姫
伝
説
の
町

長
尾
で
竹
の

魅
力
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

）
″ゝ
Ｗ

●

⌒

監 鵡
.専

li｀

tさ(I・ ´

芦

基

ミ

増

|
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夏場の紫外線対策

ぁ な い び と

ψ

ψ

健 康 案 内 人  医学博士・薬学博士 岩倉 泰一郎

日差しの強い夏場のシーズンを迎えると紫外線の影響がッい配になります。日光に含まれる強

い紫外線を浴び続けると遺伝子が傷つき、日光角化症、メラノーマ、有棘細胞がん、基底細胞

がん等の皮膚がんが起こりやすくなる心配があります。また、白内障や皮膚の免疫機能の低下

による回唇ヘルペスや日焼けによる皮膚の炎症が起こります。紫外線の影響はしわやシミなど

の肌の老化にも影響します。この光老化は、紫外線を浴びた時間と強度に相関比例すると
いわ

れています。従つて、紫外線から体を守る対策を日頃から心掛けることが大切です。地表に届

く紫外線には U氏′A(長波長紫外線 )と UVB(中波長紫外線)があり、Uヽ強 は皮膚の真皮下層

まで至り、メラエン生成を促進して色素沈着による黒化 (サ ンタン)し、UVBは真皮乳頭の血

管まで通 り、皮膚を発赤 (サ ンバーン)と メラニンを増殖させます。これらの紫外線対策とし

て日頃の服装と日焼け止めによる方法があります。

紫外線を防ぐ基本的対策 :

①日焼け止めを毎日塗る。

②紫外線の強い時間帯 (午前10時～午後2時)は外出を控える。

③日陰を利用する。(外出時に日陰を選んで歩く)

①日傘 (大きめ)や帽子 (つばの広い)を利用する。

⑤肌の露出の少ない濃い色調の服装をする。

⑥サングラス (レンズの色は薄い)と手袋をはく。

*熱中症に注意した紫外線対策の服装を心がけましょう。

対策①の日焼け止めは、塗り斑が無 tヽように、しつかりと塗ることが大切です。 日焼け止めにはクリーム

やローシヨンがありますが、汗や衣服の付着によつて取れやすく、2～ 3時間ごとに塗りなおすことが効果的

であると一般的に推奨されています。今年になつて汗や衣服の擦れで取れない長時間持続型の日焼け止
めが

発売になりました。肌に塗擦すると耐水性被膜を瞬時に形成し、 1日 1回の使用で十分な紫外線防止効果
を

発揮するものです。形成被膜自体にも角質層と同様の紫外線散乱効果を有し、日1からの水分
ロスを低減して

日几の保湿機能を高めて、皮膚の紫外線による炎症を緩解させるものです。上記の基本対策をしっ
かりと連守し、

日焼け止めを毎日有効に利用して、夏場の紫外線から体をしっかりと守りましよう。

1日 1回で有効な新日焼け止めのお問合せ先 :

ラテイーナ (アイーエス企画):090-1172-4276  http7/iS・ planning.storesjp
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東
北

地
方

で
大
震
災
が
あ
り
福
島

第

一
原
発
事
故
が
起
き
て
、
早
く
も

十
年

の
月
日
が
あ

っ
と

い
う
間
に
過

ぎ
た
。
私
は
想
像
を
絶
す
る
津
波

の
被
害

の
大
き

さ
に
驚
き

「東
日
本
大
震
災

平
和

へ
の
祈
り
」
と
題
し
て
、
日
本

各
地

の
人
達
に
社
会
貢
献
活
動
を
求

め
て
、
広
報
誌

「あ
し
な
み
」
に
記

事
を
掲
載
し
て
き
た
。

私
は
昨
年
、
持
病

の
悪
化

で
あ
し

な
み
の
原
稿
を
書
く

の
を
断
ろ
う
か

と
思

っ
て
い
た
が
、
私
に
は
ど
う
し

て
も
あ

の
日
の
震
災

の
事
が
忘
れ
ら

れ
な
か

っ
た
。

海
が
街
並
み
を
飲
み
込
み
、
住
む

人
々
の
命
を
奪

っ
て
船
も
新
築
の
家
も

人
生
も
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
し
ま
っ
た
。

二
月
十

一
日
に
日
本

の
各
地
で
は

大
地
震

の
発
生
時
刻

の
午
後

二
時

四
十
六
分
に
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
る

黙
と
う

が
行
わ
れ
、
「
風
化
さ
せ
な

い
」
「
強

く
生
き
て
行
く
」
と

の
誓

い
を
新

た
に
し
た
。

東
北

で
は

一
万
五
、
九
〇
〇
人
近

く

も

の
人

が
犠

牲

に
な

り
、

二
、

五
二
五
人
の
人
が
い
ま
だ
に
行
方
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。

十
年
た

っ
た
今

で
は
、
被
災
地
で

は
新

し

い
家
も
建
ち
、
道
路
や
鉄

道

の
復

旧
は
進
ん
だ

が
、
町

で
は

四
万

一
千
人
余
り

の
人
が
避
難
生
活

を
送

っ
て
い
る
と
云
う
。

今
回
の
東
北
の
地
震

の
大
き
な
被

害
は
原
発
で
あ
る
。
今
で
も
東
北
で
は

古
里
を
離
れ
て
避
難
生
活
や
仮
設
住

宅
で
生
活
し
て
、
環
境

の
変
化
で
病

気
に
な
っ
た
り
地
震
関
連
で
亡
く
な
っ

た
人
は
三
、八
〇
〇
人
に
も
の
ば
る
。

テ
レ
ビ
の
報
道
を
見
て
い
る
と
巨

大
な
防
潮
堤
や
三
陸
沿
岸
を
縦
断
す

る
道
路
な
ど
は
立
派
に
で
き
て
い
る

が
、
残
念
な
の
は
震
災
や
津
波
で
大

切
な
人
を
亡
く
し
、
原
発
事
故
で
古

里
を
追
わ
れ
て
い
る
人
達

の
心
の
復

興
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
だ
。

電
力
会
社
で
は
四
十
年

で
廃
炉
作

業
が
完
了
す
る
と
云
う
が
、
汚
水

の

つ

３
密
し
顕
りｔ

も
めた島
れ勝
霧醒じ
ρ

み

ヽ

〈
う

琴

文

祭

力
ｒ

金

藤

昭

治

東
北
で
は
道
路
や
建
物
の
公
共
事

業
が
終
わ

っ
て
も
、
人
道
的
な
弱
者

一
人

一
人
の
問
題
を
解
決
し
て
い
か

ね
ば
復
興
し
た
と
は
云
え
な
い
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
る
と
国
は
大

企
業
中
心
の
復
興
で
あ

っ
て
、
弱
者

の
対
策
が
見
え
て
こ
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
。

「災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」

コ
ロ
ナ
禍
、
十
年
振
り
に
襲

っ
て

来
た
震
度
六
を
超
す
地
震
と
二
重
三

重

の
災
害
に
も
め
げ
ず
、
住
民

一
体

と
な

っ
て
絆
も
強
く
、
災
害
に
負
け

ず
頑
張
り
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て

明
日
に
向

っ
て
勇
気
と
希
望
を
持

っ

て
進

ん

で
も
ら

い
た

い
と
心

よ
り

願

っ
て
い
る
。

⌒

ヽ
問
題
や
多
く
の
課
題

の
終
わ
り
が
見

え
な
く
、
こ
の
間
に
も
古
里
を
離
れ

て
暮
ら
す
多
く
の
人
が
悲
し
み
を
背

負

っ
て
生
活
を
し
て
い
る
の
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
古
里
を
追
わ
れ
て
孤
独
に
暮

ら
す
人
達

の
仮
設

で
の
生
活
が
私
に

は
心
配

で
な
ら
な

い
。
国
で
は
原
発

被
害
を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る
人
達

へ
の
問
題
解
決
に
心

の
治
療

の
支
援

を
早
急
に
す
べ
き
だ
。

被
災
者
が
仮
設
住
宅

に
暮
ら
し
、

古
里
を
離
れ
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
生

活

で
、
孤
独

の
中
に
い
る
と
足
腰
が

弱
り
、
そ
の
上

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な

っ

て
さ
ら

に
体
調
を
崩
す

こ
と
も
怖

、

・
れ
ツ
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う

勝
は
風
光
明
媚
な
讃
岐

の
里
の
願

興
寺
の
門
前
町
で
男
の
節
旬
に
生
ま
れ

上に
。寺

は
町

の
シ
ン
ボ

ル
で
中
央

に
位

置

し
、
寺

を
中

心

に
米

屋
、
酒

屋
、

肉
屋
、
八
百

屋
、
魚
屋
な
ど

の
商
店

が
軒
を
並
べ
て
、
毎
日
人
が
あ
ふ
れ
て

活
気
み
な
ぎ
る
門
前
町
で
あ

っ
た
。

寺

で
は
年

に

一
度
正
月
に
祭
礼
が

あ
り
、
そ
の
日
は
待
ち
か
ね
た
町
の
若

者
が
く
り
出

し

て
、
威
勢
よ

い
か
け

声
で
町
は
終
日
大
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。

勝

の
生
家

は
寺

の
近
く

で
、
当
時

は
産

め
よ
増
や
せ
よ

の
時
代

で
あ

っ

た
。
勝
は
女
性
ば

か
り
生
ま
れ
た
六

番
目
に
男
子
と
し

て
生
ま
れ
、
物
心

つ
く
頃
は
大
東
亜
戦
争

の
数
年
前

で

あ
り
、
「
勝

っ
て
来

る
ぞ

と
勇

ま
し

く
」
と
軍
歌
を
子
守
歌

に
し
て
育

っ

上に
。そ
し

て
昭
和
十
六
年
十

二
月
八
日

に
大
東
亜
戦
争

が
勃
発
し
た
。
奇
襲

攻
撃

の
日
本
軍

は
米
英
軍
と
戦

っ
て

連

戦
運
勝
だ

っ
た
。
「
天
皇

に
忠
義

を

つ
く
せ
」
勝

は
陛
下

の
た
め
に
命

を
投
げ
出
し
、

い
つ
死
ん
で
も
良

い

覚
悟
で
い
た
。

連
勝

の
日
本
軍
も
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル

島

の
全
減

の
知
ら
せ
と
共
に
日
本
全

土

は
急

に
重

苦

し

い
暗

い
時

代

と

な

っ
た
。

勝
は
小
学
校

に
通

っ
て
い
た
頃
、

勉
強
は
せ
ず

に
、
出
征
兵
士

の
留
守

家
族

の
稲
刈
り
や
株
切
り

の
奉
仕
活

動
に
出
掛
け
た
。
戦
争
は
激
し
さ
を

増
し
、
本
上

で
は
食
糧
が
な
く
、
勝

は
木

の
根
や
草

の
実
を
食

べ
て
空
腹

を
し
の
い
だ
。

敗
色

の
濃
く
な

っ
た
日
本

の
国

で

は
、
各
学
校

で
宇
佐
八
幡
宮

に
必
勝

祈
願
に
参
拝

し

て

「
神
風
が
吹
く
」

こ
と
を
祈

っ
た
。

勝
達
は
、
な

い
も

の
づ
く
し
の
生

活

の
中

で

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝

つ

ま
で
は
」
と

の
合
言
葉

で
、
小
さ
な

体
を
酷
使
し
て
校
庭
や
野
山
に
行
き
、

さ
つ
ま
手

の
開
墾
に
汗
を
流
し
た
。

戦
争
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
、　
一
枚

の
令
状

で
兵
隊

に
召
集
さ
れ
、
戦
地

に
行
く
兵
士
が
増
え
て
、
集
落

で
は

ヽ
こ琴

文

綴

力
音

金

藤

昭

治

子
供
と
女
性
ば
か
り
に
な

っ
た
。
「銃

後
は
わ
た
し
達
が
守
り
ま
す
」
と

の

決
意

で
、
竹
や
り
を
振
り
か
ざ
し
て

練
習
を
繰
り
返
し
た
り
、
女
性
は
空

襲

に
備
え

て
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
の
水
防

訓
練

に
従
事
し
た
が
、
今
思
え
ば
米

英
に
向

っ
て
竹
や
り
と
は
ど
う
見

て

も
お
か
し

い
事

で
あ
る
。

勝
は
小
学
校

の
授
業

で
、

い
つ
も

先
生
か
ら

「
国
を
思

い
忠
義
を
尽
く

し

て
皇
国

日
本
を
守
れ
」
「身
を
捨

て
て
戦

い
に
参
加
し
て
国
を
守
る
兵

士

に
な
れ
」
と
口
が
す

っ
ぱ
く
な
る

ほ
ど
教
え
ら
れ
た
。

サ
イ
パ

ン
島

の
玉
砕
を
聞

い
た
頃

か
ら
、
米
軍

は
島

を
基
地

に
し

て
、

Ｂ
２９
が
日
本
本
土
上
空

に
飛
ん
で
来

る
よ
う

に
な

っ
た
。

本
上
の
空
襲
が
始
ま
る
頃
か
ら
、
大

都
市
の
子
供
達
の
疎
開
が
始
ま
っ
た
。

大
都
会

の
学
生
達
は
古
里
を
離
れ

て
地
方

に
集
団
疎
開
や
、
縁
故
疎
開

な
ど
を
し

て
分
散
し
地
方

の
寺
や
公

民
館
な
ど
に
宿
泊
し
た
。

親
元
を
離
れ
た
疎
開
児
童
は
ま
だ

幼

い
子
供

で
、
彼
等
は
夜
が
来
る
と

父
母
恋
し
さ
に
毎
夜
枕
を
濡
ら
し
た

者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。

勝
は
疎
開
し
て
来
た

一
人
の
学
生

と
運
命

的

な
出
会

い
を
す

る
事

と

な

っ
た
。

彼

の
名
前

は
川
田
正

一
と
云

い
、

大
阪
育
ち

で
垢
抜
け
し
、
田
舎

で
は

見
ら
れ
な

い
長
髪

で
色
白
く
、
眉
毛

の
濃

い
日
元
が
整

っ
た
長
身

の
美
青

年
だ

っ
た
。

転
校
し
て
き
た
彼

は
田
舎

の
学
校

の
悪
童

に
と

っ
て
、
イ
ジ
メ
の
格
好

の
標
的
と
な
り
、
事
あ

る
ご
と
に
悪

童
達
は
正

一
を
イ
ジ
メ
抜

い
た
。
そ

れ
を
見
た
勝
は
敢
然
と
悪
童
に
立
ち

向
か

っ
て
彼
を
擁
護
し
た
。

い
つ
し
か
勝
は
正

一
と
仲
良
く
な

り
彼

と
行
動

を
共

に
す

る
よ
う

に

な

っ
た
。
正

一
は
知
識
が
豊
富

で
ス

ポ

ー

ツ
に
勉

強

に
並

は
ず

れ

て

い

て
、
彼
と
話
を
し
て

い
る
と
夢

の
世

界

に
引

き
ず

り

込
ま

れ

る
よ
う

で

あ

っ
た
。

終
戦
も
近
く
な
り
制
海
空
権
は
完

全
に
米
軍

に
渡
り
、
日
本

の
都
市
は

空
襲

で
ほ
と
ん
ど
が
焼
き
尽
く
さ
れ

て
焦
土
と
化
し
た
。

或
る
夜
、
勝
は
床

に
着

い
て
警
報

の
音
に
目
覚

め
、
東

の
空

の
薄
明
り

を
見

て
、
少
し
経

つ
と
爆
音
を
耳
に

し
不
安
に
か
ら
れ
た
。

音
は
Ｂ
２９
が
高
松

に
近
づ

い
て
く

る
音
だ

っ
た
。
ゴ
ー
ゴ
ー
と
う
な
り

を
上
げ

る
音

に
東
を
見
る
と
、
飛
行

機
が
群
を
な
し
て
飛
ん
で
来
る
。

日
本
軍

の
打

２
尚
射
砲

の
弾
丸
が

Ｂ
２９
の
飛
ぶ
は
る
か
後
方
で
、
線
香
花

火
の
よ
う
に
炸
裂
す
る
の
が
見
え
た
。

雨
あ
ら
れ

の
よ
う

に
落
ち
る
焼
夷

弾

で
県
都
は
廃
墟
と
化
し
、
空
は
地

球
が
真
赤
に
染
ま

っ
た
様

に
赤

一
色

と
な
り
、
や
が
て
塁
を
流
し
た
ょ
う

に
黒

い
雲
が
空
を
覆

っ
た
。

勝
は
空
襲

の
朝
に
県
都

に
歩

い
て

島

“
争

Ψ

V
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⌒

⌒

出

か

け
た
。
途
中

の
道

で
は
ボ

ロ
ボ

ロ
の
焼

け
爛
れ
た
服
に
、
墨
を
塗

っ

た

よ
う

な
顔

で
髪
を
乱
し
た
被
災
者

が
、

ぞ

ろ
ぞ

ろ
と
列
を
な
し
て
来

る

の
に
出
会

っ
た
。

，Ｖ
内

に
近
づ
く
と
焼
け
跡

の
余
熱

の
火

照
り

で
汗
が
流
れ
落
ち
、
日

の

前

は
地
獄
絵
図
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
。

一果
然

と
立
ち
尽
く
す
と
右
も
左
も
前

も
後

も
、
見
渡
す
限
り

の
焼
け
野
原

で
め

っ
た
。
目
の
前
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物

の
残
骸
が
、
ぽ

つ
ん
と
立

っ
て

い
る

の
が
異
様

に
見
え
、
数

キ

ロ
先

の
瀬
戸

の
海
が
す
ぐ
間
近
に
見
え
た
。

数

日

後

に
廃

墟

と
瓦

礫

の
山

と

な

っ
た
焼
け
跡

に
、
赤
く
焼
け
た
ト

タ

ン
に
焼
け
残
り

の
木
材

で
建

て
た

バ
ラ

ッ
ク
が
ポ

ツ
ン
と
建

っ
て
い
て
、

悲

し
さ
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。

町

の
所

々
に
む
き
出
し

の
水
道
管

が
陀
口
を
上
む
き
に
し
て
、
水
が
ち
ょ

ろ
ち

ょ
ろ
出

て
い
る
の
を
、
道
行
く

被

災
者

が
夢
中

で
飲
ん

で
い
る
の
を

見

て
、
地
獄
に
居
る
よ
う
に
感
じ
た
。

県
都

の
市
街
地

は
八
割
以
上
が
火

災

に
あ

っ
て
、
被
災
者
数
は
十
万
人

以
上

で
あ

っ
た
。

空
襲

か
ら
数
日
た

つ
て
、
勝
達

の

学
校

で
は
、
数
人
が

一
組

に
な

っ
て

市
街
地

の
死
体
収
容
作
業

に
か
り
出

さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。

勝
達

は
瓦
礫
を
撤
去

し
、
焼

け
跡

か
ら
死
体
を
掘
り
出
し

て
歩
道

に
並

べ
た
。
雨
あ
ら
れ

の
ご
と
く
降

る
焼

夷
弾
を
頭

に
直
撃
し
た
少
年
、
灼
熱

の
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
ず

ロ
ー
タ
リ
ー

の
水
槽
に
飛
び
込
ん
で
水
死
し
た
死

体
が
折
り
重
な

っ
て
浮
か
ん
で
い
る

の
を
見

て

一
同
は
足
が
す
く
ん

で
動

け
な
か

っ
た
。

作
業
を
し

て

い
て
驚

い
た

の
は
、

崩
れ
た
家
屋

の
下
敷
き
に
な

っ
て
い

た
親
子

の
合
体

の
死
体
だ

っ
た
。

こ

の
親
と
子
は

一
面
火

の
海

の
中
を
親

が
子
を
抱
き
し
め
て
逃
げ
た
に
違

い

な

い
。
そ
し
て
遂

に
火

に
巻
き
込
ま

れ
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
勝
達
は

親

子

の
死
体

が
離

れ
な

い
よ
う

に

と
、
そ
の
ま
ま

の
状
態

で
歩
道

に
移

し
、
友
人
達

一
同
は
声
を
あ
げ

て
泣

き
崩
れ
た
。

勝
は
暑

い
太
陽
と
空
腹
と
疲
労

で

倒
れ
そ
う
に
な

っ
た
時
、
常
光
寺

の

門
前

に
奇
跡
的
に
焼
け
残

っ
た
大
釈

迦
像
が
夏
空

に
向

っ
て
立
派
に
立

っ

て
い
る
の
を
見

て
、
心
安
ら

い
で
思

わ
ず

「な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
」
を
唱
え
た
。

戦
争
も
や

っ
と
終
わ
り
、
敗
戦

の

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
光
陰
矢

の
如
し
、
ど

ん
底

の
日
本
経
済
も
年
月
と
共
に
目

覚
ま
し

い
復
興
を
遂
げ

て
、
日
本
国

は
安
定
し
て
き
て
、
や

っ
と
人
間
ら

し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
混
乱

の
戦
後

に
い
ち
早
く

少
年

の
心
を
と
ら
え
た
も

の
に
三
角

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
あ

っ
た
。

勝
と
正

一
は
母
校

の
学
校

の
野
球

部
に
入
部
し
た
。
正

一
は
二
塁
手
で

彼

の
華
麗

な
守

備

と

ラ
イ
ト

ヒ

ッ

タ
ー
の
バ

ッ
テ
イ
ン
グ

は
人
並
み
は

ず

れ
、

県

内

で

指

折

り

の
名

手

で

あ

っ
た
。

二
人
は
猛
練
習

に
耐
え
、
勉
強

に

明
け
暮
れ

て
有
意
義
な
学
生
生
活
を

送

っ
た
。

や
が
て
終
戦
か
ら
二
年
ほ
ど
経
ち
、

正

一
は
古
里

の
大
阪
に
帰
る
事
に
な

り
悲
し
い
別
れ
が
近
づ
い
て
き
た
。

別
れ

の
夜

に
勝

は
見
送
り

の
た
め

県
営
桟
橋
に
駆
け

つ
け
た
。

船

は
岸

壁

を
徐

々
に
離

れ

て
行

き
、
哀
愁
を
込
め
た
ド
ラ
の
音
が
心

の
中

に
響
く
。
手
と
手
と
を
結
ん
だ

一
筋

の
五
色

の
テ
ー
プ

の
絆

の
糸
が

ポ

つ
ん
と
切
れ
る
と
船
は
岸
壁
を
離

れ
て
行
き
、
沖
に
消
え
ゆ
く
船
を
見

つ
め
て
し
ば
ら
く

の
間
立
ち
す
く
ん

で
い
た
。

別
離

の
日
か
ら
勝
と
正

一
の
文
通

が
始
ま

っ
た
。
大
阪
に
帰

っ
た
正

一

は
、
野
球
部

に
入
部
し
て
野
球
を
続

け
て
い
る
。

次
は
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
し

て
猛

練
習
に
耐
え
、
地
方

の
大
会

で
優
勝

し
、
夏

の
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
て

再
会
を
し
よ
う
と
励
ま
し
あ

っ
た
。

時
々
来
る
手
紙
を
見
て
、
勝
は
彼
か

ら
活
力
を
も
ら
っ
て
元
気
が
出
て
来
た
。

脇
窃
多
字

Э
ζ
叩
匙
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弊社のWEB制 作の特徴は、お客様の魅了を伝えるホー

ムページを作ることです。ホームページは、昔は集客のツー

ルとして使われてきましたが、近年ではWEBサ イトが多

く増え検索してもなかなか上位に表示されないことがほと

んどです。

では、ホームページの役割とは何でしようか? 弊社で

は、ホームページは「会社の玄関口」であり会社の想いや

事業内容を伝えるための営業ツールであると考えています。

■ヾ

0

ヤ

●

なぜ営業ツールなのか?ま ず、しつかりとしたホームページがあると相手先様に少し
の信頼と安

心感が芽生えます。さらにデザイン性の高い営業ツール (ホーム
ページ、名刺など)は相手先様に

良いデザインですねなどといつた話題を振ってもらうきつかけができます。営業にお
いて話題を引

き出すことが相手先様との距離を詰めるポイントとなります。

0大切にしていること

一番大切にしていること、それは「人と人との繋がり」です。弊社では、お問
い合わせからの新

規お客様はお断りしており、紹介のみでお仕事を引き受ける方法を取つております。
なぜなら、紹

介者様は、双方のことを知っており信頼の中でご紹介をいただけるからです。仕事を
する中でお互

い何の情報もない初めまして同士だと不安や疑いなどの感情が出てくると思
います。しかし、これ

が紹介となるとこういつた負の感情は紹介者様の信用があるので和らぐのです。

弊社としても、紹介者様の信用をお借りしてお仕事させていただいている
ので、通常よりも緊張感・

責任感の重さが違う分、より良いものを作り出すことができます。

我々ミルカモは、「至誠通天」(吉田松陰先生の言葉で「ひとつひとつの課題に誠実に取り組
み努

力すれば、必ず願いは叶う」という意味)経営理念のもとお客様の課題に一つ一つ取り組み信用い

ただけるよう努めています。

0今後について

弊社は、ホームページ制作だけでなく、名刺、会社案内、ロゴなど様
々なデザイン物を制作でき

ます。今後は、お客様の経営をデザインするブランデイングデザインができるよう
に進めていきます。

経営にデザインを取り入れることは、自社の目標や強みを再確認する
ことに繋がります。ただ作る

だけで終わらない、作つた後もお客さまに寄り添えるように今後も取り組み続けます。

螺
謹
蔑

蝿
．
鱒
一・．畑
印
融
岬

ヤ

一
●
■
一■
一Ｉ
Ｐ
一
一

▲

36



・一騨

一・一一
・ｒ

「伝わるから始まる。」をテーマに

お客様の魅力を最大限引き出すホームページ制作会社

合同会社 M kamO(ミルカモ) 代表 六車 亜斗

等・

●合同会社Milkamoに ついて
最近では、かなり普及してきたホームページ。都会では、ほとんどの法人・個人事業主様が持っ

ているのではないだろうか。

しかし、地方ではまだ持っていない企業様も多い。地方は都会よりも lTに 関する情報が遅れて
入ってくるため、その分 ITリ テラシーが低くなってしまう。その ITリ テラシーの低さを利用して

詐欺に近いようなホームページ制作を行う業者が増えてきた。

Milkamo(ミ ルカモ)は、そんな状況を改善していき、香川を都会レベルまで引き上げて
いきたいという想いで立ち上げたWEB制作会社です。
代表の私、六車は、香川高専卒業後、東京に本社がある洗浄機メーカーに就職。 1年間勤輪た後、
2019年 の2月 にローコスト・ハイクオリティなWEB制作を手がける会社として、合同会社M
ilkamoを 設立。                                |
現在 (2021年 8月 )では、社員・スタッフ合わせて 10名の仲間と仕事をしている。 |

，・ゆ

雌
―

^

^

一麟
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金
色
に
燃
ゆ
る
要
よ
り
初
Ｈ
出
づ

初
日
影
友
お
ち
際
を
た
ゆ
た
へ
る

桑
島
　
工
掛

薄
水
を
達
け
る
プ
ー
ル
の
合
ラ
イ
ン

隙
蘭
逮

し
寒
月

の
射
る
兆
か
な

祖
父
江
党
英

写
永
祐
約
噛
み
つ
く
手
水
然

賓
状
永
る
奄
は
ず
恙
れ
ず
幼
な
人

葛
嗚
　
柱
子

落
策
竜
猿
の
や
き
レ
上
とロ
ピ
谷
ひ
ぬ
　
　
　
　
兵
　
紀

一
郎

ミ
い
ミ
い
の
手
の
は
や
師
え
駄
伝
丈
り
を
り

入
り
永
て
嗽
よ
り
緩
あ
る
咲
炉
か
な

秩
線
の
木
々
分
か
れ
行
く
初
明
り

冨
■
　
オ
手

汁

の
痕
の
長
と
口
癖
歳
気
満
つ

紅
と
実
を
と
き
器
に
失
千
面

橋
本
　
時
手

▼

一
蒲
を
気
長
に
歩
む
去
年
今
千

蝋
撫
の
各
り
黙
い
で
路
遮
救
歩

き

ば

き

ば

と
身

工

器

る

冬

通

路

表
ば
の
日
々
薄
れ
ゆ
き
Ｈ
向
伸
ぶ

硫
釜
の
手
町
通
り
冬
苦

渡
り
永
て
水
烏
水
面
崩
し
を
り

み
ピ
リ
手
の
こ
ぶ
し
の
十

に
未

の
風

水
の
上
に
送
み
つ
つ
誌
つ
冬
の
蝶

初
筑
台
愛
の
ひ
か
る
真
顔
か
な

煮
及
と
と
も
に
思
い
出
呑
え
す
る

風
施
や
要
の
か
け
ら
を
救
ら
し
を
り

夕
風
に
上
ま
っ
た
ま
ゝ
の
淑
テ

の
島

泉

゛
び
わ
匂
参

ツ

浜
野
　
か
代

泳
　
ス
エ
子

考

,II

患
手

お
本
　
　
狭

占
内
　
　
聡

占
内
　
千
ユ

38



″
五ン
/^｀

里

の
な

玄

（泉
゛
が
わ
左
権
の

國
ネ
島
参
）

お

二谷 君屋

十
'II清
子

'VI渕
海ヱ

⌒

口 稚子

39



さぬきの風
.Ⅲ
ⅢⅢ・

山あいの「ホテル」の秘密

私の家から、徳島方面の山道を 1時間ほどすすむと目に留ま

る不思議な建物があった。山の中で近くに民家もほとんどない。

その建物の壁にはさまざまな窓枠や扉がとりつけられていて、

見たこともないそのデザインはアニメに出てくるまるでフアン

タジーの世界のよう。車を止め、建物に入り、うろうろしてい

るとその奥には壮大な芝生の裏庭があつた。裏庭の心地よい風

を感じながら、ソフアーに腰をおろし、奥の幻想的な山あいの

谷を眺めた。芝生の庭にはマロニエの樹が美しく葉を広げてい

た。四国山脈の渓谷にマロニエの木 ??? とにかく美しい。
ここはホテルなのか ?公園なのか ?お店なのか ?

株式会社マツシタ 松下 三良ト

1liril鞣韓五ュ|―

Ψ

ψ

実はなんとここはごみ収集場だつた。ここは徳島県上勝町の山の

中。この建物には「WHY」 という名前がつけられていて「ホテル」

と「交流ホール」「リサイクルショップ」が併設されている。実態

は町のゴミ収集場だつた。いかにも不思議な施設である。

なんと美しいごみ収集場なんだろう。これはすごい。

上勝町といえば、山の葉つぱを料亭などに販売する「葉っぱビジ

ネスの町」として名を馳せたところで、たびたびテレビでも紹介さ

れるなど注目を浴びた。しかし、今この町がさらに世界から注目さ

れているらしい。不思議に思い、少しだけ調べてみた。そんな上勝

町の人口はたつたの 1500人。その半数以上が 65歳 を超え、4分

の 1は 80歳以上。上勝町は 2003年 に日本で初めて「ゼロ・ウェイスト宣言」をしたらしい。

その内容は、

l地球を汚さない人づくり
2ごみの再利用 。再資源化を進め、埋め立て処分をなくす最善の努力
3地球環境をよくするため世界中に多くの仲間をつくる

ということらしい。この取 り組みを、世界に知ってもらおうと2020年 5月 にオープンしたのが「上

勝ゼロ 。ウェイストセンター WHY」 である。「世界中に多くの仲間をつくる」………
。なるほど。

すべて地域住民の手によって、ゴミが 45種類に分別されており、町から出るごみの 80%は リ

サイクルに回されるそうだ。リサイクルショップは町の不用品が整理されたものだつた。

生ごみは各家庭で上に還す仕組みになっている。驚くことに上勝町にはごみの焼却炉はない。

ごみを処理するのではなく、いかにごみを出さない暮らしをするのか。生ごみはすべて土に返す。

それを住民の手によって実現させているこの施設は、経済

発展をとげてきた日本が次なる変化を遂げていく未来なの

か。それとも縄文時代の再来か。これからの暮らしのヒン

トを感じる。

山道を 3分ほど歩 くと農地ビールのブルワリーがあつた。

とてもさわやかなクラフトビールで、フルーティー、しあ

わせ感を満たして くれる。屋外のテーブルで山あいの雄大

な景色をビールを飲みながら眺めていたフランス人の子連

れの家族の笑顔が印象的だつた。
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「いちごプロジェクHとは?
「いちこ」のネーミングは、20]1年
夏の節電目標「150/0」 に由来してい

ます。

いちこは「毎年実をつける多年草」
であり「全国各地で広く栽培」され 01
ます。

そのイメージを、毎年女性部会が

全国的に継続して取り組む社会

貢献活動に重ねました。

「法人会」とは
法人会は、税のオピニオンリーダーとして、企業

の発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の

繁栄に貢献する経営者の団体です。

現在、全国各地に440単位法人会があり、県単位
の連合体として41都道県連が組織され約フ5万社
の企業が加入しています。

法人会では「税知識の普及」「租税教育」
「地域社会貢献」などを中心に地域に密着した

活動を展開しています。」

“

みんなで出来る夏の節電対策

1 風の通り道を作ろう !
1   同じ温度でも風があると人は涼しく感じます。エアコンと扇鳳機を一緒に使つ

1 酵 雪]蘇 試彊培亀≧篭ぞ簡 島覇3が豆龍碧露馨ξFの
で、扇鳳機を

|   また、帰宅したらます窓やドアを2カ所以上開けて風の通り道を作り、こもっ
|  た熱気を外に出してからエアコンを使うと、より冷気が循環しやすくなります。

|  ょa雷農昂曳tE昇
染症拡大防止のため、こまめに窓を開けて吉B屋の換気を行う

直射口尭を避けて片しtl部屋を作ろう !
涼しい部屋を作るには直射日光を防ぐことが重要です。窓にすだれを掛けたり
グリーンカーテンを作つて日陰を作ると、見た目も涼しIザで素敵なインテリアに
なります。断熱フィルムや遮光カーテンを利用しても効果があります。
ビー玉やおはじきを入れた金魚鉢を飾つたり、音ながらの風鈴や水につけて使う
和紙の水うちわなど、目や耳で涼しさを楽しむのもオススメです。

⌒

歳

軒

ヨ缶法人八や
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●扉 を開ける日き間をできるだけ減 らしま・

しょう。                  :
●食品をつめこまないようにしましょう。  :

ご家庭ごとに実施できるものを

チェックしましょう。 田 7月～9月

(通常、エアコンを使用される家庭の場合〉

中   喩 J動 果

0室温28℃を心がけましよう。  □ 100/0
※設定温度 を 2℃
上げた場合

0“すだれ"や “よしず"な どで窓

絡名号説錠な3彗。写
°□10%

。
菅r罫議還瑶罵を憂『ごξガ Eコ 50%
※除湿運転やエアコンの歩買繁なオンオフは電力の増加になる場合

があるため注意が必要です。

印
0日 中は不要な照明を消しましょ
つ 。

車                削電効果

°
:薯冨景埋鞘 静※唾]省 =量4
要な時以外は消しましょう。 甚名咤研れ露ほ

した場合

呻

。・羽Fa馬越頼霞□ 2%
。保温機能は使用せずに、よく冷ましてか

ら冷蔵庫や冷凍庫に保存しましょう。

DttTttEコ ※食品の傷みにご注意ください。

0●冷蔵庫の設定を「
F」
から□  20/。

「中」に変えましょっ。

i°・縮 鄭 為 □ 2%

0●温水のオフ機能、
タイマー節電機能

を利用しましょう。

●使わない時はプラ

グを抜いておきま

しょう。

中

りましょう。

●1吏 Jbな しヽ機 器 は

プラグを抜いてお

きましよう。

□ 1%

彎J電効果

どちらかで

未満

肖J電タカ果

SO/。□

(瞬間式)

ヤ

ヤ

0
00

0

O

OOＯ
　
　
②

0イ

|,|

O  O 00

一♂

「引中Ｈ監坤

≡

0

00 迫
／

”イ
Ｏ

節電のための家事スケジユールを立てておきましよう。

日中 (特に13時～16時)を避けて電気製品を使用しましょう。

外出や旅行による節電を心がけましょう。

契約電力の見直し (節電料金メニュー、適切なアンペア設

定等)を しましよう。

電力会社のウェブサイトに登録して、消費電力を「見える化」

しましょう。

中

0エ アコンのフィルターを定期的 (2週間に1回程度)に掃除
しましょう。

0エ アコンを2部屋でそれぞれ使用している場合には、1部屋
(1台 )に減らして使用しましょう。

(仮 に、350Wを 2台使用 している場合、約 30%の節電効果 となります。)

0お 湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切りましょう。

□

□

□

(D日 中、短時間であればノートパソコンの電源を抜いて使

いましょう。

0ノ ソヽコンの省電力設定を活用しましょう。

ф 申
□

□
□

□

□

□

ф

で 君 ≧は、壁との間に副 な間隔を空けて設置しましょう。□

魅 の容量80%程度を目安にまとめ洗いをしましょう。匠コ

η驚地の紳ヾック式はこまめ口ヾックを交換しましょう。□
〇昼間のピーク時はモップやほうきを使つて掃除しましょう。E]

出典 :経済産業省 節電 golp

公益社団法人 大川法人会

〒 769-2303 香川県さぬき市長尾名 1494-1

法人会では夏の節電活動として「いちごプロジェ
`ア

ト」を行つております。詳しくは下記のホームページをご覧ください。

1法 人会      | http:rrwww.zenkokuhoiinkai・ Or.ipr
いちどプロジェクト

公益財団法人 全国法人会総運台 女性部会運緒協議会
42
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公益社団法人 大川法人会 (新入会員〉紹介
令和 2年 12月 29日 ～令和 3年 8月 12日

ご入会ありがとうございました。

支 部  法人名・事業所名 代表者名   所在地 業 種 電 話

引田 合同会社ひとつ 安本さゆり  引田 897-50   介護支援専門員 (0879)49‐ 0883

自鳥  ストロウ合同会社 菅原 昌代  湊 1751-lA-101号 ヤゝちご栽培・販売 (0879)27-2528

大内 (有)エレクトロン真和   米田 和仙
霰養業
学用機器販売

(0879)26-3117二本松 7H-7

津田  (株 )泉シャッターサービス   泉 津田町津田 1380-1 建具工事    (0879)42-1505
ハ

志度  とりはな 砂川 英明  志度 918-1 飲食業 (087)894-6023

大川  合同会社ふぁみ―ゆ 巖本真由美 大ナ|1町富田西2803-2評墨螢霙訴
援 (087943-5516

長尾  合同会社PMA企画    夏田 佳武  長尾東 2056 受託施設の
維持及び管理

(0879)43-5200

〃  (株)やまと 菰下 雄亮  昭和 3434-1   飲食業 ω8つ 814‐3003

〃 COAT(株 ) 多田 隼敏  高松市上林町320-16サービス業   080-4027-2545

〃 合同会社Milkamo  六車 亜斗  鴨庄 113卜 5   ホームページ制作 (087)880-8143

〃 合同会社彩雲 間島 智子  長尾東 1308   医療業 (0879)52-4094

〃 (株)EK電設 串田 栄治  多和中山上 16-13 電気空調ダクト090-4508-6258

(敬称略) ハ

個人情報の取扱いについて

当会は、会員企業に係わる「個人情報」を、研修会・諸会議等の開催通知、機関紙等の送付、並びに書
籍等斡旋のご案内、福利厚生制度等のご案内など本会事業のために利用し、それ以外の目的で利用する
ことは一切ありません。

部会独自の各種研修・請習会を開催し、幅広い知識の習得と異業種交流会を実施しています。
あなたも仲間に入りませんか ?

青年部会 (公社)大川法人会会員企業の満50歳

詳しくは (公社)大川法人会 〒769-2303さ ぬき市長尾名 1494-1
TEL(0879)52-4370 FAX(0879)52-5926

【年部会費:2,000円】女性部会

までの方 【年部会費:3,000円】

(公社)大川法人会会員企業の女性の方

青年部会・女性部会 部会員募集中 !
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氏  名 法 人 名難 役 名

帝囀 い名誉顧問 赤澤 庄三

讃光工業(1朱l顧  問 白井 敏雅

顧  問 東  幸佑 (耐セレスト

松岡 紘二 松岡手袋婉顧  問

婉 爾 斡 初〒大 )|| 会  長 麟  ナ【明
露口 明信 (いさぬき市SA公社津 田 監  事

脇 税理士事務所白 ′鳥 監  事 脇  正己

(有l妙見屋副 会 長 占部日出明引 日
水口 正年 lオ痢綜合設計8名 常任理事

翔刊奇 走帝悠 蜘 新崎フォーム〃

彬事水産(D理  事 格 防

福田手袋い〃 福田 洋市
〃 榜 反 狗 ( イーグル商会l有)

板坂 哲也 (本未l板阪不動産〃

ll痢タイホー〃 鎌 ↑弱

副 会 長 中川 離 (閃中 虎白 鳥

吉田  勤 ヨークス帥10名 常任理事

ルボア備〃 周二林

ナカハタF日昂lllttl小島 正平〃

田中 和昇 mFU」 IDAN理  事

,ロヒ オ謝申 (1痢スワニー〃

大成段ボーノ闘附〃 制崎 嘉孝

(株lシロトリ〃 出口 敏久
l本用ナイガイ田中 康秀′′

松下 慶二 福崎手袋棚〃

(肉ハウスサービス副 会 長 若松 高美大 内

∽ マツシタ14名 常任理事 松下 数 Б

(碑 トモクニ〃 友國 誠二

lttlデン 学 ク〃 宮本  光
田中 久夫 (有l朝田屋剣]Rl吉理  事

内海 淳二 サングローブ∽〃

角友  豊 lホ未lオールインワン〃

田中 秀和 日生イ霞調対

=本 高弘 帝國製薬lオ朱)〃

市場  浩 帥 イチーナ〃

田太 隆司 東讃自動車工業℃向〃

桑島  功 桑島林産工業仰〃

松井 正純 (a松井自動車〃

lオ未lドラゴン〃 筒井 達也

公 益 社 団法人大 川 法 人 会 役 員 名 簿   行 日3年度～4年度 伎吉陽り

法 人 名役 名 氏 名難

捕 許 lホ未lシコク津 田 副 会 長

四田yウェイナーヒ
ヾ
ス(lttl7名 常任理事 刑 ヽヽす 英司

理  事 楠  正不ナ、 lttl菓舗菊水堂
〃 抄婆基 靖印青 m安芸商店

蜘 蓮井鉄工〃 誹 餃

安芸住設∽〃 簗 隣

岩崎  崇 (副さぬきうどん羽立〃

硼窓 帥 (トオ、)志度毎日運送志 度 副 会 長

岡  弘二 犠郵日粧 llttl17名 常任理事

田淵  保 (有)ビニックスエ業〃

中野 清治 llハ中蝉〃

(lヽハふ叫理  事 藤井 秀幸

lttlパステル建設〃 行安  治
(lヽハ日功翰彗柴〃 藪内 勝廣

高原 明功 仰 椛装〃

稲沢 功之 い ラ翻 大靴〃

lttl東讃FΠttlF力〃 多田美恵子

樹 健 設■業棚〃 植村 卓司

久保  学 ニチエイスチーノ閑舟〃

樽  則幸 l有)オフィスアレ ウヽス〃

西應 輝彦 l本朱lカワブ産業〃

帥 紺 囃 P叉店〃 オ、本ヽす 転

(本ハドノレチエ獣〃 熊野 千恵

籾 |1 昌幸 棚 スナガワ〃

●め,弯寝電工副 会 長 廣瀬 俊美大 川

(フ閑多田建設常任理事 多田 弘志4名

藤田 幹夫 l本未lフジタ理  事

)|】ヒ 膚朝申 (本痢ダイコープログクト〃

マルトr朝己(D寒 川 副 会 長 米国  均
(有)ステップライフ常任理事 六車 周二4名

lttl六車商会中村 麒 J理  事
(有)さぬき総合保険〃 安富  良

剖 1床暗卜翻古市 千晴長 尾 副 会 長

西  裕二 婉 晰 輪 弱 勧10名 常任理事

lttlアンザイ理  事 安西  勝
佐 木々英樹 (有l将基酪農〃

爛 lオ朱)消副|| はど建

(本痢サヌキ〃 山下  拾
(有l都島興業〃 員部 達也
lttl東讃陸運〃 松木 貴俊
(l滑石井自動車〃 石井 一嘉

lttl藤岡紬銘好十〃 藤岡  旭

中)II 博喜 lttl中 )|1電機青年部会 理  事

堀井冨士子 0働斎頼電工女性部会 理  事

理事77名   監事 2名
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韓 団法人 フ∪ II法人 会 部 会 役 員 名 簿

【報 】 【雑 】

役 職 名   氏   名 法 人 名 役 職 名   氏  名 法 人 名

相 談 役

顧  問

部 会 長

副音Б会長

〃

〃

監  査

運営専務兼会計

幹  事

〃

〃

〃

〃

桑 島  功

西 應 輝 彦

)|1北 康 伸

中サ|1博 喜

川 田 清 和

大 西 孝 政

員 部 達 也

廣 瀬 正 明

浦 上 豊 永

田部 智 章

生 島 佳 典

入 谷 圭 介

三 谷 公二郎

松 井 辰 憲

部 会 長

副部会長

〃

〃

〃

会 計

〃

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

堀 井 冨 L子

吉 原 文 子

西 應 慶 子

長 町 道 子

吉 田 りえ子

三 田 喜代美

藪 内 悦 子

新 崎真 由美

細 サ||と し江

東  時 子

市 場 早 苗

池 田 道 子

青 木 泰 子

藤 森 恵 子

熊 野 千 恵

吉 野 香代子

)|1北 朝 子

石 川 純 子

十 河 ヒロ子

米 田 恵 子

池 田 ノ(重子

桑島林産工業(本痢

(株)カワブ産業

い ダィコープログクト

(有)中)|1電機

サ|1田不穏効蓬

行政書士川田卓弘事務所

大西自動車整備工場

(有)都島興業

(株
‐
)フック

仰 トーヨー仮設

m夕予、 u繍

卿

エムアィサービス(ォ未)

m繋 船射

(有)松井自動車

(株l広瀬電工

(株)吉原二掬百

(株)カフブ産業

(株)ハウスサービス

ヨークスm

サンタ食品工業(株)

●0日労鋭登装

(本や新崎フォーム

(株)協不日建装

輔 トーコー

(株)イチーナ

(株
▲
)東海保1勒

青木林産工業(抑

(有)フジモリ

輸 レレーチェ獣

仰 吉野鉄二所

9努◇夕
ヾ
ィコーァ
°
ロタ
゛
クト

(有)〃勲ブ晴―卜石)「 |

織 諜 蜘

マルト急配(有)

(有)池田組

⌒

⌒
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(202¬ 年6月 )
公益社団法人 大川法人会委員会編成表

詔

総
務
担
当
副
会
長

慶
瀬
　
俊
美

（
大
川

）

財
務
担
当
副
会
長

市
村
　
啓

一

（
津

田

）

研
修
担
当
副
会
長

古
市
　
千
晴

（
長
尾

）

税
制
担
当
副
会
長

若
松
　
一局
美

（
大
内

）

組
織
担
当
副
会
長

米
田
　
　
均

（
寒
川

）

広
報
担
当
副
会
長

占
部

日
出
明

（
引
田

）

厚
生
担
当
副
会
長

中
川
　
武
雄

（
白
鳥

）

社
会
貢
献
活
動
担
当
副
会
長

西
應
　
佳
樹

（
志
度

）

会 長

佐藤 邦明

俄長・副要理尾誓言最講 見異三葺査茎員⊃

に
雛
難
鮮

癬
餅
東
脚

問

間

間

問

顧昔名

顧

顧

顧

2

護 1事

1

1

4

10

2

77

10

14

7

17

5

理 事

8

長尾

計

大 内

津 田

志 度

大 )‖

寒 川

引 田

白鳥

事

事

酷
工
監

露日 明信

脇  正己

・ト
0 (1

内 井 中 国

洋
市
秀
和
秀
幸
勝
度

（
引
田

田

志 志 大
度 度 内

田
大
　
隆
司

（
大
内

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

六
車
　
周
二

（
寒
川

）

委
員
長

（
理
事

）

康

伸

（
大

II

II

長

　

（

総務的事務に関すること

法大会組織にF,目すること

法大会事務局に関すること

他の委員会の所傘に

属せざること

明

功

（
志

度

）

原

員
長

　

（
理
事

）

三
本
　
一局
弘

（
大
内

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

水

日
　
正
年

（
引
田

）

収入 支出

2その他財務に
関すること

村

康

秀

（
白

鳥

）

田

中海

志 津 大

度 田 内

お二
一
一
（

正
秋

（

年
克

（

任

員

度

）

西
　
　
裕

二

（
長
尾

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

小
島
　
正
平

（
白
島

）

委
員
長

（
理
事

）

沢

　

功

1研 修、セミナーの

企画運営に関す

ること

北
　
恭
伸

（
白
鳥

）

場
　
　
浩

（
大
内

）

田
美
恵
子

（
志
度

）

野
　
千
恵

（
志
度

）

川
　
茂
美

（
長
尾

）
兼

委
員
長

　

（
常
任
理
事

）

中
野
　
清
冶

（
志
度

）

副
委
員
長

（
理
事

）

田
中
　
久
夫

（
大
内

）
|

1税 制改正提言、要望に

関すること

2税制及び税務行政に

対する陳情に関すること

3商法学改正問題に関すること

旭嘉晟竜勝良爵層箕響学を治雷崇原登雹罷旨昂⊆費駐賛堕

畳畳亀琶需386魯魯こ魯魯言言言喬喬喬喬亀亀亀∃己
V V V V V V乗

乗

ヤ V乗 ヤ

乗

V V乗 V V繁

乗

V V乗 ヤ V

應 崎藝 村 井 井太 下 下 日川坂谷井木 部 西 富村 北瀬 應 保 沢安

委
員
長

（
常
任
理
事

）

本
村
　
英
司

（
津
田

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

田
淵
　
　
保

（
志
度

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

宮
本
　
　
光

（
大
内

）

委
員
長

（
常
任
理
事

）

多
田
　
弘
志

（
大
川

）

委
員
長

（
理
事

）

滝
川
　
茂
美

（
長
尾

）

（
常
任
理
事

）

周

二

（
白
鳥

）

林
量

2組 織強化活動の企画 実施に関すること
ること

々車 村藝 友崎 森

木
英周 卓嘉  嘉 恒
樹 二 司晴豊 孝 男

長 寒 志津大 白引

尾 川 度田内 鳥 田

兼

副
委
員
長

（
常
任
理
事

）

松
下
　
一二
郎

（
大
内

）

|

|

委

員

長
田

中

（
理
事

）

和
昇

（
白
鳥

）

1 対外・対内広報活動の企画・

実施に関すること

2広報誌「あしなみ」の編集企画

及び発行に関すること

長長寒寒大志津津 大 引

尾尾〕II川 川度 田田内 田

兼兼兼    素 兼

|

則〕
幸

|

古六米藤樺山 板
坂
看

松

本

村

蓮

井

逸英高 哲
宏 司美 也

千周 幹
裕晴二均夫

下 市 車 田 田

委
員
長

　

（
常
任
理
事

）

吉
田
　
　
勤

（
白
鳥

）

副
委
員
長

（
常
任
理
事

）

岡
　
　
弘
二

（
志
度

）

副

委

員

長

（
常

任

理

事

）

友

国

　

誠

二

（
大

内

）

委
員
長

（
常
任

新
崎
　
中
笠
心
（

一副

|

邑雪

会員に対する

福利厚生事業の推進

（
青
年
部
会

）
委

（
青
年
部
会

）
委

（
青
年
部
会

）
委

川 場 田 町 上 瀬

正

明

（
青

年

部

会

）
委

豊

永

（
青

年

部

会

）

道

子

（
女

性

部

会

）

（
女

性

部

会

）

（
女

性

都

会

）

（
女

性

部

会

）
委 委委委委

|

部 田 西

昌
幸

（
志
度

）

智 清 孝
章 和 政

り

純 早 え

子 首子

桑

島

　

　

功

（
大

内

）

委

員

長

（
理

事

）

中

川

　

博

暮

（
青

年

都

会

長

）

委

員

長

（
理

事

）

堀

井

冨

士

子

（
女

性

部

会

長

）

］貝

2その他公共事業の推進に関する
こと

関すること



公
益
な
回
法
人

ハ

お

編
集
後
記

東
京
都
を
中
心
に
四
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
中
で
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
開
幕
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
今
は
、
感
染
拡
大
の
不
安

。
景
気
の
停
滞
の
不
安
は
、
こ
つ
ち
に

置
い
と
い
て
、
家
族
で
テ
レ
ビ
の
前
で
、
日
本
選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
た
ち
・孫
た
ち
と

一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
時
々
、
お
じ
い
ち
や

ん
が
小
学
生
の
時
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
話
も
聞
い
て
下
さ
い
。

小
学
校

の
授
業
中
、
各
荻
室
に
や
っ
と
設
置
さ
れ
た
白
黒
テ
レ
ビ
で

柔
道
無
差
別
級
決
勝
を
見
ま
し
た
。
「日
本
が
負
け
た
。」
と
担
任
の
先

生
が
肩
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
円
谷
選
手
を
見
て
、
陸
上
を
始
め
た
お
じ
い
ち
や
ん
は
、

四
年
後
、

メ
キ
シ
ヨ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
男
子
走
り
幅
跳
び
で
の
米
国
の

ビ
ー
モ
ン
選
手
の
跳
躍
を
見
て
、
腰
を
抜
か
し
ま
し
た
。

五
年
間
中の
が
ん
ば
り
が
報
わ
れ
た
選
手
も
、
残
念
な
成
績
だ
っ
た
選

手
も
、
テ

レ
ビ
の
前
で
家
族
そ
ろ
っ
て
、
一
生
懸
命
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

沢
山
の
方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
今
号
も
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

事
務
局

あ
し
な
み

一
五
二
号

●

令
和
三
年

八
月
二
十
七
日
発
行

●

編
集

（公
社
）
大
川
法
人
会

広
報
委
員
会

〒
七
六
九
―
二
三
〇
三

香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
尾
名

一
四
九
四
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（〇
八
七
九
）
五
二
十
四
三
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
八
七
九
）
五
二
十
五
九
二
六

一〓
〓
一
〓
一
一一一一一
一】一一一
一一一
一【一
一一一
【一】】
一̈一
一〓
】
一一一一一】一
≡

一
一【一一】一一
一中
一
〓
【
〓

雑
談

・
雑
学
の
庭

健
康
の
た
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
？

か
つ
て
、
あ
る
漫
才
師
が

「健
康
の
た
め
に
は

命
も
惜
し
く
な
い
」
と
言
っ
た
と
き
は
笑
っ
た
。
４０

年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
。
炎
天
下
で
ジ
ョ
ギ

ン
グ

し
て
い
る
人
を
見
る
と
こ
の
セ
リ
フ
を
思
い
出
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
本
当
に
健
康
に
い
い
の
か
？

運
動
嫌

い
な
筆
者
は
不
謹
慎
な
が
ら
、
以
前
、

ァ
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
提
唱
者
が
そ
の
最
中
に

亡
く
な

っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
大
き

く
う
な
ず

い
た
覚
え
が
あ
る
。

最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

の
関
連
性
を
調
査

研
究
し
た
記
事
を
新
聞

で
読
ん
だ
。
そ
れ
に
よ

る
と

「ジ

ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
エ
ン
グ
は
、
長
寿
に

関
し
て
有
益
で
は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
。
や

つ

ぽ
リ
ネ
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
健
康
に
最
も
効

果
的
だ

っ
た
の
か
。
調
査
に
よ
る
と

「バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
ア
ニ
ス
・
ス
カ
ッ
シ
ュ
」
だ
と
い
う
。
ま

つ

た
く
運
動
し
な
か
っ
た
人
と
比
べ
る
と
死
亡
率
は

４７
％
も
低
い
。

さ
っ
そ
く
ラ
ケ
ッ
ト
を
購
入
…
と
い
う
前
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
も
そ
も
、
テ
エ
ス
や
ス
カ

ツ

シ
ュ
な
ど
と
い
う

〃
ハ
イ
ソ
〃
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や

る
人
た
ち
の
多
く
は
、
普
段
か
ら
タ
バ
ヨ
は
吸
わ

な
い
、
暴
飲
暴
食
は
も

っ
て
の
ほ
か
、
な
ど
な
ど
、

健
康
志
向
が
強
い
方
々
な
の
だ
。

命
も
健
康
も
大
事
。
毎
日
の
行

い
が
決
め
手

広
報
担
当
副
会
長

広
報
委
員
長

広
報
副
委
員
長

広
報
委
員

占
部
日
出
明

（引
田
）

田
中
　
和
昇

（白
鳥
）

松
下
　
一二
郎

（大
内
）

大
森
　
恒
男

（引
田
）

箭
崎
　
一昇
孝

（白
鳥
）

角
友
　
　
豊

（大
内
）

安
藝
　
士暴
晴

（津
田
）

植
村
　
卓
司

（志
度
）

六
車
　
周
二

（寒
川
）

佐
々
木
英
樹

（長
尾
）

寒
川
　
み
ゆ
き

濱
田
　
純
子

〃 〃 ″ 〃 〃 〃〃

夫
川
法
人
会

広
銀
委
員
会

‐ｌＩＩ

に
な
る
よ
う
で
す
な
。

Ⅷ

（著
者

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
　
藤
木
順
平
）

ざ
…ヽ
…
…
…
垂
…
…
…
…
…
…
〓

一ド
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法人会会員のみなさまに

経営者大型総合保障制度
生命保険と損害保険の組み合わせにより、万―の

場合はもちろん、働けなくなつた場合のリスクに備え

るための各種制度商品をご用意しています。

さらに、2019年フ月から総合型OLタイプαを新発

売いたしましたので「保険金額」「保険期間」にカロえて

「保険料・解約払戻金のバランス」をオーダーメイドで

設定いただけるようになし,ました。

(会社をお守りするトーダル保障プラン)

◎上記商品の正式名称は次のとおりです。

総合型OLタイプα :大同生命の無配当歳満期定期保険 (解約払戻金抑制割合指定型)と

AIG損保のベーシツク傷害保険

Tタイプ :大同生命の無配当就業障がい保障保険 (身体障がい者手帳連動
・無解約払戻金型)

」タイプ :大同生命の無配当重大疾病保障保険 (無解約払戻金型)

Mタイプ :大同生命の無配当総合医療保険 (保険料払込中無解約払戻金型)

◎ご検討・ご契約にあたっては、「法人向け保険商品のご検討に際してご留意
いただきたいこと」「設計書[契約概要]」

「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。

◎記載は2020年 2月現在の内容です。将来変更となる可能性があ
t'ます。

引受保険会社

加 0大同生命保険株式会社

四国支社/香川県高松市紺屋阿9-6(高松大同生命ビル3F)

AiC AIC損害保険株式会社

高松支店/香川県高松市磨屋町8-1(あなぶき磨屋田丁ビル4F)

TEL 087-851‐ 0196TEL 087-851-404フ
F‐2019¬ 021(2020年 2月 26日 )
20‐073001

MタィプTタィプ
総合型0
Lタィプα

+++

ケガ・病気による

一時的な離職の

リスクに対する保険

重大疾病による

長期離職の

リスクに対する保険

重度の身体障がい

状態による退職の

リスクに対する保険

お亡くなりになる

リスクに対する保険


